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西部セ 西部市民センター
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デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
6/25 6/26 6/27 6/28 6/29 6/30 1

◆きくちあいすキャン
ペーン�　～9/1まで
市内対象８店舗

2 3 4 5
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）七多セ
■行政無料相談
10:00 ～12:00
七多セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

6 7 8
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11:00 ～泗　図
◆第67回社会を明
るくする運動菊池
市集会
13:00 ～15:30
菊文館

9 10
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

11
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

12
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

13
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

14 15
●旭志おはなし会
13:30 ～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

16
●お楽しみ会
14:00 ～泗　図

17 海の日 18
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所

19
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊池市役所
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊池市役所
■身体に障がいが
ある人のための相
談会�
13:30 ～16:00
菊福館

20
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

21
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

22
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11:00 ～泗　図
◆746ミュージッ
クフェスタ2017．
�16:50 ～　
七城鴨川公園
◆正観寺地蔵祭り�
17:30 ～20:00
正観寺地蔵堂
◆菊池まちづくり
道場番外編�
19:00 ～　松倉邸

■窓口延長
（各種証明書の発行）
～20:00市民課

23
◆軽トラ朝市
歩き愛です
7:30 ～11:30
迎町・中央通・立町
◆夏だ！川だ！
サンサンサマー�

（要予約）
9:00 ～16:30
菊池少年自然の家
◆竜門ダムフェス
タ・感謝祭�
10:00 ～16:00
竜門ダムエントラ
ンス広場

24
■納税相談夜間窓口
�　～7/28まで
～20:00税務課

25
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

26
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

27
●２歳６カ児歯科
健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
■第１回菊池市もの
づくり販売勉強会�
13:30 ～15:00
七　公

28
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
◆菊池市童話発表会
⑲13:30 ～17:30
七　公

29
◆やながわ夏まつり
�18:00 ～
九州柳河精機㈱内
グラウンド

30
◆菊池ライド2017
7:30 ～14:00
市内全域

31
●七城おはなし会 
11:00 ～七　図

8/1 8/2
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

8/3 8/4 8/5
◆菊池夏まつり⑫
17:30 ～
菊池市民広場一帯

▼
今
年
も
７
月
１
日
か
ら
き
く

ち
あ
い
す
倶
楽
部
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
「
き
く
ち
あ
い
す
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」（
関
連
30
ペ
ー
ジ
）

が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
店
舗
は

８
店
舗
。
全
店
で
絶
品
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
が
楽
し
め
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
私
も
挑

戦
し
ま
す
。　
　
　
　
　

楳
田

▼
日
本
遺
産
に
携
わ
る
人
た
ち

の
思
い
を
取
材
し
、
文
化
財
の

魅
力
や
存
在
を
周
り
に
伝
え
る

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
前
川

区
の
馬
作
り
は
正
月
行
事
に
も

関
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
区
長
さ

ん
が
実
演
し
て
く
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
馬
は
、
守
り
神
と
し

て
職
場
で
広
報
き
く
ち
を
見
守

っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。　

伊
藤

▼
菊
池
一
族
と
延
寿
鍛
冶
展
に
行

き
ま
し
た
。
一
族
が
使
っ
た
と
さ

れ
る
刀
剣
を
目
の
当
た
り
に
し
て

南
北
朝
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

武
光
公
も
握
っ
た
の
か
な
と
想
像

す
る
と
胸
が
高
鳴
り
ま
す
。
闘
い

に
身
を
投
じ
た
一
族
の
生
き
ざ
ま
、

刀
に
込
め
ら
れ
た
延
寿
の
思
い
と

は
…
。
歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は

せ
る
展
示
会
で
し
た
。　
　
野
中

印
刷

／
敷

島
印

刷
株

式
会

社
印

刷
／

シ
モ

ダ
印

刷
株

式
会

社
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刀剣で紐解く一族の歴史
菊池一族と延寿鍛冶展

健康だより
ワクチンで
子どもの感染症を
予防しましょう

菊池人
緒方有希さん

今年のテーマは“復幸”
きくち夏まつり

MACHI-CAFEを
開催しました

まちづくりワークショップ

広報きくち
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５月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,453 人 15
　 菊池：24,712 人 － 10
　 七城： 5,325 人 － 1
　 旭志： 4,657 人 4
　 泗水：14,759 人 22
男　性：23,748 人 1
女　性：25,705 人 14
世　帯： 18,882 世帯 27

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,487 人 13%

15 ～
64 歳 27,442 人 56%

65 歳
以上 15,524 人 31%

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

菊池女子高等学校剣道部監督

緒方有希さん

1_ 趣味はイラスト。自作の似顔絵が生徒全員の練習着に刺繍されている　2_ 張り詰め
た空気が漂う稽古風景。乾いた竹刀の音と威勢の良い声が響き渡る　3_大学時代、レギュ
ラーだけが着用できた白防具。生徒に意識を高く持ってもらうため、創部の際に新調した

２１ ３

　

菊
池
女
子
高
で
剣
道
部
を
立
ち
上
げ
12
年
。

今
年
の
県
総
体
で
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
よ
う

や
く
つ
か
ん
だ
教
え
子
た
ち
の
栄
冠
に
「
頑

張
っ
た
生
徒
た
ち
の
お
か
げ
。
こ
れ
ま
で
の

卒
業
生
の
顔
も
思
い
浮
か
ん
だ
」
と
涙
を
に

じ
ま
せ
た
。

　

２
歳
年
上
の
姉
を
追
い
、
小
学
２
年
で
剣

の
道
へ
。
中
学
３
年
で
個
人
戦
の
全
国
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
大
学
時
代
は
主
将
を
務

め
団
体
戦
で
チ
ー
ム
の
全
国
５
連
覇
に
貢
献

し
た
。
卒
業
後
に
挑
戦
し
た
全
日
本
選
手
権

の
個
人
戦
で
初
優
勝
。「
ず
っ
と
日
本
一
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
た
。
次
は
若
い
世
代

の
た
め
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
後
進
の
育
成

を
誓
っ
た
。

　
「
菊
池
は
剣
道
が
盛
ん
。
で
も
、
み
ん
な

市
外
の
強
豪
校
へ
流
出
し
て
し
ま
う
。
そ
れ

を
何
と
か
し
た
く
て
」。
菊
池
女
子
高
に
熱

意
を
ぶ
つ
け
、
体
育
教
師
と
し
て
着
任
し
剣

道
部
を
創
部
。
以
来
50
人
以
上
の
剣
士
を

育
成
し
て
き
た
。「
毎
日
が
本
当
に
楽
し
い
。

私
も
生
徒
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
ま
す
」
と

目
を
輝
か
せ
る
。「
勝
敗
に
は
徹
底
的
に
こ

だ
わ
る
け
れ
ど
、
大
事
な
の
は
所
作
の
美
し

さ
や
普
段
の
生
活
。
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る

チ
ー
ム
が
目
標
で
す
」。
優
勝
の
報
に
、
近

隣
の
店
や
住
民
か
ら
続
々
と
お
祝
い
が
届
い

た
。「
い
つ
も
大
声
で
迷
惑
を
か
け
て
い
る

の
に
、
と
て
も
気
に
か
け
て
く
れ
て
。
地
域

の
応
援
が
本
当
に
う
れ
し
い
」

　

次
の
照
準
は
８
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。「
熊

本
の
代
表
と
し
て
出
る
か
ら
に
は
一
番
を
目

指
す
」。
待
ち
に
待
っ
た
全
国
の
舞
台
。
共

に
成
長
し
た
剣
士
た
ち
を
率
い
て
、
全
国
の

強
豪
に
挑
む
。

今月の表紙
６月４日、福本一区の水田
で「第１回福本一区春のど
ろんこ体育大会」が開催さ
れました。地元をもっと盛
り上げたいとの思いから同
区の体育部が企画。区民や
近隣の子ども会など約 120
人が参加しました。参加者
は泥だらけになりながら親
子そり引きや綱引きに歓声
を上げていました。

2017きくちの夏フォトコンテスト
作品募集

まだ誰も知らない菊池がある

７月１日㈯～９月30日㈯
市内で撮影した「きくちの夏」

撮影期間
テ ー マ

10月15日㈰まで（必着）応募期間

国内在住でプロ・アマ問いません。応募資格

応募方法

応募・問い合わせ先

【グランプリ】
【準グランプリ】
【入選賞】
【U18賞】
【キッズ隊長賞】

賞　　金 20万円（１点）
５万円（２点）
１万円（10点）
QUOカード１万円分（２点）
３万円（１点）

※18歳未満の人は保護者の同意を得た上で応募してください。

募集チラシにある応募票を作品の裏面に貼付し、郵送して
ください。募集チラシがない場合は公式サイトからダウン
ロードしてください。

菊池川キッズ探検隊事務局 （菊池青年会議所内）
☎ （23）1110（受付時間：午前10時～午後１時）
〒861-1331 菊池市隈府1298‐1
フォトコンテスト実行委員 宛
応募規定など詳しくは公式サイトをご覧ください。
http://kidsexpedition.moon.bindcloud.jp/

公式サイト
QRコード
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3 菊池人　緒方有希さん

4
日本遺産認定記念特集
米作り、二千年にわたる大地の記憶
～菊池川流域「今昔『水稲』物語」～

10 市民ワークショップ
MACHI－CAFEを開催しました

12
13

きくち夏まつり
菊池一族と延寿鍛治展

14
15

平成 29 年度国民健康保険税
国民年金情報

16
健康だより
ワクチンで子どもの感染症を予防しましょう
年に１回健康チェック！健康診断を受けましょう／献血にご協力くだ
さい／歯ッピーキッズ

18
19

文芸きくち
図書だより

20
21

シリーズ菊池の宝物／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

22

～

31

情報つう
▼お知らせ
コミュニティ活動補償制度をご利用ください／新しい民生委員児
童委員を紹介します／ミツバチに対する農薬危害防止／平成 28
年度の一般寄付を公表します／環境影響評価準備書の縦覧／ガー
デニングコンテストの応募作品を審査しませんか／家の排水状況
をご存知ですか／森林を見直そう／新しい保険証を送ります／入
院時の食費が変わります／国民健康保険制度が変わります／高額
療養費の上限額が変わります／リバーサイド七城 南プールオープン
／７月の「税」の納期限７月 31 日㈪／介護予防ミニ講座

▼募集
キャッチフレーズ募集／交通遺児育英会奨学生募集／第 13 回夫
婦の手紙・絵手紙作品募集／泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター小学生水泳
教室受講生募集／泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター水中ウオーキング教室
受講生募集／菊池市職員採用試験／菊池広域連合消防本部職員
採用試験／シルバー人材センター会員募集／消防整備士試験／し
すい孔子公園夏まつり１・５尺玉サポーター募金／平成 29 年度自
衛官等募集／障がい者委託訓練／職業訓練コース／きくち楽習大
学菊池遺産を巡ろう／県立農大オープンキャンパス「緑の学園」参
加者募集／ 2017 きくちの夏フォトコンテスト作品募集

▼相談・講演講習
身体に障がいがある人のための相談会／認知症介護家族のつどい
／もの忘れ相談会／男女共同参画専門委員相談／納税相談夜間
窓口を開設します／若者就職相談会／第１回菊池市ものづくり販
売勉強会を開催します／ＩＨ料理教室・趣味講座

▼イベント・その他
鹿本医師会看護学校オープンスクール／夏だ！川だ！サンサンサ
マー／菊池まちづくり道場番外編 震災ダイアログ２ｎｄ／夏井い
つき 句会ライブ／第 30 回きくち童謡唱歌祭／竜門ダムフェスタ・
感謝祭／きくちあいすキャンペーン／デタポン　ほか

▼市民の広場
第３回菊池市民チャリティゴルフ夏季大会参加者募集／第９期テニ
ス教室参加者募集／やながわ夏まつり／正観寺地蔵祭り／みんな
と歩こう！ハッピーフットパス「弁天山公園」すずしい森歩き／医
療相談会 菊池・山鹿地区移動例会／ 746（ななしろ）ミュージッ
クフェスタ 2017．／楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

32
33

地域おこし協力隊通信／シリーズ菊池の企業
きくちっ子だより

34 TOPICS ～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

夢はでっかく
日本一

Profile　おがた・ゆき
昭和 54 年 11 月 20 日生まれ。剣道七段。菊池南中学、熊本
市立高校（現必由館高校）、鹿屋体育大学卒。菊池南中学で指
導者を務める平成 15 年に全日本選手権を制覇。平成 18 年か
ら菊池女子高校で監督を務める。剣道部の日常をつづったブ
ログ「剣道部奮闘記　丸信日誌」は、アメーバブログの部活サー
クル部門で何度も１位を獲得するほどの人気。亘区在住。37歳。
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係  

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

１_ 手を取り合う菊池川流域４市町の
首長（右から江

え

頭
がしら

実
みのる

菊池市長、中
なか

嶋
しま

憲
けん

正
せい

山鹿市長、髙
たか

嵜
さき

哲
てつ

哉
や

玉名市長、福
ふく

原
はら

秀
ひで

治
はる

和水町長） ２_ ミネラル豊富な水
と豊かな大地が生み出す菊池のコメは
全国で高い評価を受けている

　地域に点在する文化財や伝統
行事などを、テーマに沿ったス
トーリーとして構成し、認定を受
ける制度です。「日本遺産」とし
てブランド化することで、観光資
源はもちろん、地域住民が地域
の魅力を再発見し、高めて発信
していく地方創生の起爆剤として
も期待されています。
　平成 27 年度から毎年１回の選
考があり、東京五輪までに国内
100 件を選ぶ予定。平成 29 年
６月現在で全国から計 54 件が名
を連ねています。

指
摘
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
市
生
涯
学
習
課
で
日
本
遺
産
を
担

当
す
る
佐さ

伯え
き

明あ

日す

香か

主
任
主
事
は

「
文
化
財
を
羅
列
し
て
ス
ト
ー
リ
ー

で
つ
な
い
だ
だ
け
の
単
調
な
内
容
で

し
た
。
練
り
直
し
て
再
挑
戦
し
よ
う

と
、
直
後
の
協
議
会
で
声
が
あ
が
り

ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
と
に

協
議
を
重
ね
、
菊
池
川
流
域
に
受
け

継
が
れ
た
米
作
り
の
土
地
利
用
法

と
、
関
連
す
る
文
化
財
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
満
を
持

し
て
臨
ん
だ
結
果
、
悲
願
の
認
定
を

獲
得
。
応
募
は
全
国
か
ら
79
件
。
う

ち
登
録
は
17
件
で
し
た
。

　
「
米
作
り
文
化
の
希
少
性
が
認
め

ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
４
市
町
で
連
携

し
て
日
本
遺
産
を
活
用
し
、
地
域
を

盛
り
上
げ
た
い
」と
佐
伯
さ
ん
。
菊

池
川
流
域
の
活
性
化
に
期
待
を
込
め

ま
し
た
。

一
度
は
選
外
に

再
挑
戦
で
悲
願
の
認
定

　
県
と
菊
池
、
山
鹿
、
玉
名
、
和
水

の
４
市
町
が
日
本
遺
産
認
定
を
目
指

し
、
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
認
定
推

進
協
議
会
を
設
立
し
た
の
は
平
成
27

年
10
月
で
し
た
。
お
い
し
い
コ
メ
を

テ
ー
マ
に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
挑
戦

し
ま
し
た
が
結
果
は
選
外
。
文
化
庁

か
ら
は
「
イ
ン
パ
ク
ト
が
薄
い
」と

２ １

▲日本遺産の認定証

地
域
に
根
付
く
伝
統
や
歴
史
を
紡
い
だ
ス
ト
ー
リ
ー

を
文
化
庁
が
認
定
す
る
制
度
「
日
本
遺
産
（Japan 

H
eritage

）」
に
、
菊
池
川
流
域
の
米
作
り
に
関
わ
る

話
を
ま
と
め
た〟

米
作
り
、
二
千
年
に
わ
た
る
大
地
の

記
憶 

～
菊
池
川
流
域
「
今
昔『
水
稲
』物
語
」〜
〟が

選
ば
れ
ま
し
た
。
太
古
か
ら
、
米
作
り
と
歴
史
を
共
に

し
て
き
た
菊
池
川
流
域
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

文
化
と
伝
統
が
、
い
ま
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

七城町前川区に伝わる馬作り。毎年１月
２日に 22 戸の住民が集まり作っている
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No. 文化財の名称 所在地
1 菊池川 玉名市、山鹿市、菊池市、和水町

2 菊池川流域の弥生時代の
大集落遺跡群 玉名市、山鹿市、菊池市、和水町

3 菊池川流域の装飾古墳群 玉名市、山鹿市、菊池市、和水町
4 菊池渓谷 菊池市
5 鞠智城跡 菊池市、山鹿市
6 菊池川流域の灌漑施設 玉名市、山鹿市、菊池市、和水町
7 冨田式暗渠排水技術 菊池市 ほか
8 菊之城跡、赤星舟着場 菊池市
9 菊池の松囃子 菊池市
10 正観寺・菊池五山 菊池市
11 玉祥寺このみや踊り 菊池市

12 菊池川流域の雨乞い習俗
（踊り、太鼓、仏像洗い） 玉名市、山鹿市、菊池市、和水町

13 菊池の風鎮祭・土阿弥陀・馬作り 菊池市
14 肥後神楽 玉名市、山鹿市、菊池市、和水町
15 岩原双子塚古墳・江田船山古墳 山鹿市、和水町
16 菊池川流域の条里跡区画割 玉名市、山鹿市
17 御宇田井手 山鹿市
18 番所地区の棚田 山鹿市
19 旧玉名干拓施設 玉名市
20 菊池川の中世河口港関連遺跡群 玉名市
21 菊池川下流域の船着場と港町 玉名市
22 高瀬御蔵跡・御茶屋跡 玉名市

23 山鹿湯町豊前街道沿いの
歴史的町並み 山鹿市

24 菊池川流域の酒造り 和水町、山鹿市
25 八千代座 山鹿市
26 大浜外嶋住吉神社年紀祭 玉名市
27 七郎神大祭 和水町
28 長坂なれなれなすび踊り 山鹿市
29 阿佐古かせいどりうち 山鹿市
30 梅林天満宮流鏑馬 玉名市
31 このしろの丸ずし 玉名市、山鹿市
32 ガネめし 和水町、山鹿市
33 赤酒 山鹿市

❽ 菊
きく

之
の

城
じょう

跡
あと

、赤
あか

星
ほし

舟
ふな

着
つき

場
ば

中世に米作りの発展に寄与し
た菊池氏の初代則隆が構えた
居館跡と船着場跡。

❶ 菊
きく

池
ち

川
がわ

米作りに必要な肥沃な土と清らかな水をもたらす河川。阿蘇外輪山が源。本市から玉名平野に出
て有明海に注ぐ、71キロの１級河川。江戸時代を中心にこの地域の物流の大動脈だった。

❹ 菊池渓谷
菊池川の源流。阿蘇の伏流水
が多くのミネラル分を含み、農
作物に恵みをもたらしている。

❺ 鞠
きく

智
ち

城
じょう

跡
あと

米を備蓄した古代の軍事補給
基地。大量の炭化米や米倉跡
が確認されている。

❼ 冨
とみ

田
た

式
しき

暗
あん

渠
きょ

排
はい

水
すい

技術
明治時代に七城出身の冨

とみ

田
た

甚
じん

平
ぺい

が開発した湿田を乾田化す
る効率的な排水法。

❾ 菊池の松
まつ

囃
ばや

子
し

15 代菊池武光公が懐
かね　なが

良親王
を迎え、年頭の祝儀として行っ
たことを起源とする芸能。

⓫ 玉
ぎょく

祥
しょう

寺
じ

このみや踊り
五穀豊穣と地域の安全を願う
例祭での踊り。女装した男性
が太鼓をたたきながら踊る。

■ストーリーを構成する文化財

❸ 菊池川流域の装飾古墳群
米作りにより繁栄した流域の
装飾古墳は 117 基を数え、国
内一の密度を誇る。

袈裟尾高塚古墳
❷ �菊池川流域の弥生時代

の大集落遺跡群
大規模な集落の遺跡からは、
鉄器など米作りを示す道具が
数多く発掘されている。

方保田東原遺跡（山鹿市）

❻ 菊池川流域の灌
かん

漑
がい

施設
水田に水をひくための用水路
やため池。本市からは原井手
や築地井手などが認定。

築地井手

⓬ 菊池川流域の雨乞い習俗
降雨を願った神事や風習。住
吉日吉神社では「住吉日吉神
社雨乞太鼓」が行われている。

住吉日吉神社

正観寺

日
本
遺
産
で
認
定
を
受
け
た
文
化
財
は
４
市
町
か
ら
33
件
。

こ
の
う
ち
本
市
か
ら
選
ば
れ
た
14
件
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定

⓭ �菊池の風
ふう

鎮
ちん

祭
さい

・土
つち

阿
あ

弥
み

陀
だ

・馬
うま

作
つく

り
米作りの農耕儀礼。風よけのため簑
と笠を田に飾る風鎮祭、苗の活着の
ため土で仏像を固める土阿弥陀、農耕
馬の健康を祈願する馬作り。

土阿弥陀

◀穴川夜神楽

風鎮祭

馬作り

⓮肥
ひ

後
ご

神
かぐ

楽
ら

五穀豊穣を祈り舞われ
る。４つの市町に 52 の
神楽が伝承されている。

コ
メ
と
と
も
に
歩
む
土
地

菊
池
川
流
域

　
２
千
年
に
わ
た
り
、
米
作
り
と
と

も
に
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
菊
池
川
流

域
。
平
地
に
は
古
代
に
造
ら
れ
た
土

地
の
区
画
が
残
り
、
高
地
で
の
米
作

り
を
可
能
に
し
た
井
手
と
棚
田
は
現

役
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
人
た

ち
の
知
恵
や
文
化
が
生
活
に
根
付

き
、
儀
式
や
風
習
も
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

　
肥
沃
な
大
地
と
き
れ
い
な
水
が
作

り
出
す
菊
池
川
流
域
の
コ
メ
は
、
江

戸
時
代
に
将
軍
家
や
皇
室
へ
献
上
し

て
お
り
、「
天
下
第
一
の
米
」と
称
さ

れ
ま
し
た
。
最
高
品
質
の「
肥
後
米
」

と
し
て
大
阪
の
堂
島
で
取
引
さ
れ
る

際
は
、
特
別
な
値
が
つ
く
ほ
ど
の
人

気
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
の
米

相
場
を
決
定
す
る
基
準
米
に
も
指
定

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
現
代
で
も
、七
城
地
区
の
コ
メ
は
、

日
本
穀
物
検
定
協
会
主
催
の
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
で
最
高
評
価
の
特
Ａ
を
９

年
連
続
で
獲
得
、「
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
」で

は
２
年
連
続
の
金
賞
に
輝
く
な
ど
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
菊
池
川
流

域
は
今
で
も
米
ど
こ
ろ
と
し
て
歴
史

を
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

貴
重
な
伝
統
と
技
術

　
菊
池
の
松
囃
子
や
玉
祥
寺
こ
の
み

や
踊
り
な
ど
は
、
数
百
年
を
経
て
庶

民
の
生
活
が
大
き
く
変
化
し
て
も
現

代
ま
で
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。
風
鎮

祭
や
土
阿
弥
陀
、
馬
作
り
、
雨
乞
い

習
俗
な
ど
、
農
業
に
ま
つ
わ
る
習
わ

し
は
地
域
に
根
付
き
、
大
切
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
灌
漑
施
設
や
冨
田

式
暗
渠
排
水
技
術
は
、
現
役
で
活
躍

中
で
す
。

市の文化財位置図

※菊池市全域を対象とするもの
⓬ 菊池川流域の雨乞い習俗
⓮ 肥後神楽

❿ 正
しょう

観
かん

寺
じ

・菊
きく

池
ち

五
ご

山
ざん

正観寺は15代武光公の菩提寺。
菊池五山は東福寺、西福寺、南
福寺、北福寺、大琳寺からなる。
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ま
す
。

　
日
本
遺
産
へ
の
認
定
を
受

け
「
と
て
も
光
栄
で
、
い
っ

そ
う
身
が
引
き
締
ま
る
。
こ

の
み
や
踊
り
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
広
く
存
在
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
多
く
の
人
に
見

に
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

度
途
絶
え
る
と
再
生
が
難
し

い
。
伝
統
芸
能
は
地
域
の

宝
。
大
切
に
守
り
続
け
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
今
回
の
認
定

が
そ
の
後
押
し
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。
私
た
ち
も
菊

池
一
族
へ
の
畏
敬
の
念
を
忘

れ
ず
、
伝
承
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」

回
の
認
定
が
菊
池
の
米
文
化

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。「
こ

の
地
域
は
長
年
、
米
作
り
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
水
田

は
子
ど
も
の
頃
に
見
た
原
風

景
。
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
た

景
色
を
守
り
、
次
の
世
代
に

バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
た
い
」

　
女
装
し
た
男
性
２
人
が
太

鼓
を
叩
き
な
が
ら
舞
う
、
玉

祥
寺
こ
の
み
や
踊
り
。
五
穀

豊
穣
や
地
区
の
安
全
、
村
の

団
結
を
願
う
た
め
、
春
日
神

社
の
祭
り
の
前
夜
祭
と
し
て

毎
年
２
月
27
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
の
み
や
踊
り
保

存
会
会
長
の
味あ

じ

府ふ

秀ひ
で

次つ
ぐ

さ
ん

は
「
５
６
５
年
も
伝
承
さ
れ

て
い
る
地
域
の
宝
。
残
し
て

く
れ
た
祖
先
の
た
め
に
も
、

何
が
何
で
も
後
世
に
伝
え
な

け
れ
ば
」と
強
い
思
い
を
打

ち
明
け
ま
す
。

　
地
域
の
宝
を
残
す
べ
く
平

成
25
年
に
こ
の
み
や
踊
り
保

存
会
を
立
ち
上
げ
、
歴
史
を

調
査
し
て
い
る
ほ
か
、
文
書

で
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
少
子
化
で
若
手
が
減
っ
て

い
る
。何
も
し
な
か
っ
た
ら
、

い
つ
か
伝
統
が
途
絶
え
て
し

ま
う
」と
危
機
感
を
募
ら
せ

　
南
北
朝
時
代
に
始
ま
っ
た

菊
池
の
松
囃
子
。
約
６
５
０

年
前
の
姿
の
ま
ま
、
現
代
ま

で
ほ
ぼ
形
を
変
え
ず
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

松
囃
子
能
で
舞
人
を
演

じ
、
御
松
囃
子
御
能
保
存
会

の
会
長
を
務
め
る
田た

嶌し
ま

晴は
る

雄お

さ
ん
は
「
数
百
年
の
歴
史
を

背
負
っ
て
い
る
。
菊
池
一
族

か
ら
伝
わ
る
由
緒
あ
る
伝
統

を
後
世
ま
で
伝
え
る
使
命
が

あ
る
」と
語
り
ま
す
。

　
田
嶌
さ
ん
は
祖
父
か
ら
舞

人
を
継
承
。
35
年
に
わ
た
り

演
じ
続
け
て
い
ま
す
。
息
子

の
慎し

ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
は
後
見
と
し

て
参
加
。「
将
来
は
後
を
継

ぐ
予
定
な
の
で
、
本
当
に
う

れ
し
い
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

受
け
継
が
れ
る
も
の
が
あ
る

一
方
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

民
俗
芸
能
も
多
く
あ
り
ま

す
。「
無
形
の
文
化
財
は
一

　
「
水
、
土
、
気
候
。
菊
池

川
流
域
は
お
い
し
い
コ
メ
を

作
る
環
境
が
そ
ろ
っ
て
い

る
」。
そ
う
語
る
の
は
、
七

城
町
で
特
別
栽
培
米
を
作
る

霍つ
る

田だ

崇た
か
し

さ
ん
。
昨
年
の
菊
池

米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
８
㌶
の
面
積
で
米

を
栽
培
。約
15
年
前
に
は「
米

の
ソ
ム
リ
エ
」と
言
わ
れ
る

米
食
味
鑑
定
士
を
夫
婦
で
取

得
し
、
品
質
の
高
い
米
作
り

の
た
め
に
熱
心
に
勉
強
を
続

け
て
い
ま
す
。「
お
い
し
く

て
体
に
い
い
コ
メ
を
作
り
た

い
か
ら
ね
。
食
べ
る
人
に
喜

ん
で
ほ
し
い
一
心
で
育
て
て

い
ま
す
」

　
し
か
し
、
近
年
は
食
生
活

の
多
様
化
で
米
離
れ
が
進

み
、販
売
価
格
は
年
々
低
下
。

農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
も
大
き
な
問
題
で
す
。
今

このみや踊り保存会会長
味府秀次さん（玉祥寺）

御松囃子御能保存会会長
田嶌晴雄さん（東正観寺）

米生産者
霍田　崇さん（高田）

発祥から１年も途絶えることなく、
伝統は受け継がれている

国立能楽堂で松囃子能を披露
昔から変わらない田園風景は地域
の宝

玉
祥
寺
こ
の
み
や
踊
り

菊
池
の
松
囃
子

米
作
り

地域に伝わる伝統や風習の灯を絶やさないよう、
現代に伝える人たちがいます。

日本遺産を次の世代へ

象
に
馬
作
り
の
体
験
教
室
を

開
催
。
前
川
区
も
、
今
後
は

小
学
校
で
の
体
験
教
室
を
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
日
本
遺
産
に
選
ば
れ
、
う

れ
し
い
の
と
同
時
に
責
任
を

感
じ
る
。
先
人
た
ち
の
思
い

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
守

り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

　
わ
ら
を
編
み
込
み
、
農
耕

馬
の
健
康
を
祈
願
す
る
馬
作

り
。
龍
門
の
中な

か

片へ
ぎ

区
と
虎こ

口く

区
、
七
城
町
前
川
区
の
市
内

３
地
区
で
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
前
川
区
の
川か

わ

上か
み

龍り
ゅ
う

誠ま

区

長
は
「
今
は
農
業
に
馬
を
使

わ
な
い
し
、
農
家
も
減
っ
て

し
ま
っ
た
。
生
活
は
変
わ
っ

た
け
れ
ど
、
馬
作
り
は
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
」と

話
し
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
地
区
の
少
年

が
作
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
現
在
、
龍
門
の
２
地
区
を

合
わ
せ
て
子
ど
も
は
わ
ず
か

３
人
。
前
川
区
は
20
年
ほ
ど

前
か
ら
男
子
が
い
な
い
そ
う

で
す
。「
絶
や
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
か
ら
ね
。
今
は
大

人
が
作
り
続
け
て
伝
統
を

守
っ
て
い
ま
す
」

　
龍
門
地
域
で
は
昨
年
、
区

長
ら
が
地
区
の
小
学
生
を
対

前川区長
川上龍誠さん（前川）

１年間飾った馬は木の枝に掛けて、
自然に身を任せ朽ちていく

馬
作
り

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
日
本
遺
産
で
は
、
菊
池
川
流
域
の

人
た
ち
の
生
活
に
、
当
た
り
前
の
よ

う
に
存
在
し
て
い
た
風
習
が
脚
光
を

浴
び
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
が
大
切

に
守
り
続
け
て
き
た
も
の
が
今
、
日

本
を
代
表
す
る
魅
力
と
し
て
認
め
ら

れ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
中
に
は
市
民
に
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
も
の
や
、
保
存
が
危

ぶ
ま
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
日
本
遺
産
を
地
域
お
こ
し
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た

ち
一
人
一
人
が
遺
産
の
こ
と
を
よ
く

知
り
、
愛
着
を
深
め
、
次
世
代
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。◇ 　

◇ 　
◇

　
今
回
認
定
さ
れ
た
文
化
財
は
、
来

月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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第２次総合計画「後期基本計画」策定のための市民ワークショップ

現在、まちの将来像を描く総合計画の策定を進めています。
市民のまちへの思いや、まちづくりのアイデアを計画に反映するため、

未来の菊池市をみんなで語るワークショップを実施しました。
【問い合わせ先】 企画振興課企画係  ☎0968（25）7250

を開催しました

「
癒
し
の
里
き
く
ち
」を
目
指
し
て

 

市
民
が
意
見
交
換

参加者の声

参加者の声

５月13日

６月３日

菊池市の良いところや改善が必要なことなどを語り合い、
「カイゼンシート」に記入しました。

第１回で語り合った「菊池のまちづくりで、ここの改善が必要」という
内容をふまえて「後期計画で目指すまちの姿と、それを実現するため
の取り組み」というテーマで語り合いました。

第１回

第２回

少子高齢化、免許証返納対策を
高齢者が住み良いよう、街中全体を高齢
者ホーム化する。

文化や歴史の掘り起こしを
菊池のブランド化につながる。菊池に来ないと体験（食べ物な
ど）できないようなこだわりを持ってほしい。

菊池川流域が日本遺産に
このチャンスを生かして全国に発
信、観光誘致に。

菊池高校に生徒が来るように
生徒が集まるような特殊性を作り、人気
が出るようにする。

若者が集まる場所
大学の誘致など若者に
とって魅力あるまちに。

生き生きと暮らせる街に
一人暮らしの高齢者や子育て中
の母親などが気軽に立ち寄れる
場所を増やして語り合う。

市民の生活と観光がマッチングした都市型観光地
まちと自然が共存しているので、イベントや企画だけではなく、今あるも
のを生かして人を集める。神社仏閣、温泉、和菓子、農業などが連携し、
菊池神社から御所通りを巣鴨のような歩行者天国にして高齢者にアピー
ルする。歩行者が危険なので、人のためにも整備された道路環境が必要。

豊かさを実感（体感）できる街 ～菊池～
【きくち水旅（みずたび）】菊池渓谷や竜門ダムでボート遊びから
温泉を巡るツアー。 【きくち畑旅（はたけたび）】菊池の特産品を
盛り込んだ食を楽しむツアー。（畑仕事体験、有名店巡り、メディ
アの活用、ツアー企画の持ち込み）

高齢者が必要とされる街
地域の空家や空き店舗を利用して、高齢
者が気軽に集まって雑談できる場所を作
り、そこで学校帰りで両親が共働きの子
どもたちの面倒を見てもらう。

総合計画とは
　行政の施策の最上位計画で、市の特性や課
題、時代の流れなどを的確に見極めながら、将
来、市をどのようにしていくのか、どのような
手法で取り組んでいくのかを総合的・体系的
に取りまとめたものであり、市の将来を方向
付けていく上で大切な計画です。
　本市の第２次総合計画期間は平成 27 年度～
33 年度までとなっており、現在、第２次菊池市
総合計画の「後期基本計画」を策定しています。

　

本
市
は
、
第
２
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
、
安
心
・
安
全
の
「
癒
し
の
里

き
く
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
政
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
４

カ
年
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
予
定

で
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
な
が
ら

活
動
す
る「
市
民
協
働
」の
観
点
か
ら
、

市
民
の
「
声
」「
思
い
」
を
計
画
に
反

映
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

本
年
度
は
さ
ら
に
市
民
の
意
見
や
提

案
な
ど
を
聴
取
す
る
た
め
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
「
ま
ち
づ
く
り
の
改
善

点
」、
第
２
回
は
「
こ
れ
か
ら
４
年
間

で
目
指
す
ま
ち
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に

実
施
。
カ
フ
ェ
に
い
る
よ
う
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
席
替
え
を

し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
幅
広

い
年
代
の
市
民
が
参
加
し
、
市
の
明

る
い
未
来
に
つ
い
て
思
い
思
い
の
意

見
や
ア
イ
デ
ア
を
模
造
紙
に
記
入
。

一
人
一
人
が
意
見
を
整
理
し
た
シ
ー

ト
を
作
成
し
、
最
後
は
、
そ
の
シ
ー

ト
と
模
造
紙
を
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
、

み
ん
な
で
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
多
く
の
人
と
市

の
未
来
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」「
継
続
し
て
開
催
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン

ケ
ー
ト
の
意
見
な
ど
は
、
後
期
基
本

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

それぞれの思いが書かれたテーブルクロ
ス代わりの模造紙とシート
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８
月
５
日
㈯
午
後
５
時
30
分
～

菊
池
市
民
広
場
一
帯

◆ �

白
龍
・
子
白
龍
神
輿
の
演
出

◆ 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

◆ 

花
火
大
会
（
午
後
８
時
30
分
～
）

◆ �

七
夕
飾
り
・
出
店

と　
き

と
こ
ろ

内　
容

「
復
光
」か
ら「
復
幸
」へ
―

■
募
集
内
容

　
［
白
龍
担
ぎ
手
］
成
人
男
性
２
０
０
人
程
度

　
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　

菊
池
白
龍
会
事
務
局　
☎
０
９
６
８（
23
）１
１
１
５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

昨
年
、大
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
華
々
し
く
全
国
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
白
龍
が
、

市
街
地
を
練
り
歩
き
、
広
場
で
は
勇
猛
な
舞
を
見
せ
ま
す
。

商
店
街
に
は
地
元
や
有
志
団
体
に
よ
る
七
夕
飾
り
が
彩
り
を
添

え
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
多
彩
な
出
演
者
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

祭
り
を
締
め
く
く
る
花
火
大
会
で
は
、
約
３
千
発
の
花
火
が
夜
空

を
光
り
輝
か
せ
ま
す
。

白
龍
担
ぎ
手
大
募
集

会場周辺は混雑が予想されます。できる限り公共交通機関での
ご来場をお願いします。

袈裟尾方面から玉
祥寺、前田橋への
迂回にご協力をお
願いします。

当日の交通規制（車両通行止め）と迂回路 

■午前10時～午後11時
■午後３時～11時
■午後５時～６時
■午後７時～９時30分

■午前10時～午後11時
■午後３時～11時
■午後５時～６時
■午後７時～９時30分

迂回路

菊
池
一
族
を
支
え
た

「
一
族
の
魂
」
延
寿
刀

　

刀
剣
を
通
じ
て
多
く
の
人
に
菊

池
一
族
の
文
化
と
歴
史
に
触
れ
て

も
ら
お
う
と
、
菊
池
観
光
協
会
と

菊
池
一
族
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が

主
催
。
昨
年
は
開
催
初
日
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は

展
示
作
品
を
増
や
す
な
ど
内
容
を

練
り
直
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
寿
鍛
冶
は
、
平
安
か
ら
南
北

朝
時
代
に
か
け
て
菊
池
を
中
心
に

栄
え
た
菊
池
一
族
の
お
抱
え
鍛
治

で
、
数
々
の
名
刀
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
会
場
に
は
県
文
化
財
指

定
第
一
号
（
工
芸
）
の
『
短
刀
延

寿
国
時
』
を
は
じ
め
と
す
る
延
寿

刀
、
延
寿
の
源
流
で
あ
る
『
蛍
丸
』

で
有
名
な
来ら
い

一
派
、
延
寿
か
ら
派

生
し
玉
名
で
栄
え
た
『
同
田
貫
』

な
ど
、
貴
重
な
刀
剣
が
多
数
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は“
刀
剣
女
子
”や“
歴
女
”

が
流
行
語
に
な
る
な
ど
歴
史
ブ
ー

ム
も
あ
り
、
若
い
世
代
の
人
た
ち

も
多
数
来
場
。「
刀
剣
と
菊
池
一
族

の
つ
な
が
り
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
」

「
一
族
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
思
っ
た
。
次
回
も
楽
し
み
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

▲熊本県指定有形文化財指定第一号 短刀 『延寿国時」

▲

重
要
刀
剣 

太
刀
『
延
寿
国
吉
』

▲重要刀剣 刀 『小山左馬之介』（同田貫）
　銘により菊池今村⽊下で同⽥貫が作られていたことが分かる。

▲『蛍丸』の作者来国俊作
の重要⼑剣。徳川家⼗代将
軍家治⽣誕を祝して⽔⼾家
より贈られた。鎺（はばき）
には葵紋が施してある。

菊
池
一
族
と
延
寿
鍛
冶
展

は
４
月
１
日
か
ら
５
月
７

日
ま
で
の
37
日
間
、
菊
池

夢
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
約
４
千
人
が
来

場
し
、
一
族
と
延
寿
の
歴

史
に
触
れ
ま
し
た
。

1

5

2

6

3

7

4

8

▲

延
寿
宜
勝
作
の
十
文
字
槍
。

1_ 子どもから大人まで大勢の人が来場 2_ ファン垂涎の名刀がずら
りと並んだ 3.4_ 解説パネルや鎧武者などで一族を PR 5.6.7_ 菊池神
社で行われた開会式典では、菊之池小児童による延寿太⿎、同⽥貫発
祥の地稗⽅に伝わる郷⼟芸能「稗⽅神楽」、居合道の演舞などが奉納
された 8_ 菊池⼀族末裔の⻄

さ い

郷
ご う

隆
た か

⽂
ふ み

⽒（⻄郷隆盛公奉賛会会⻑）の講演
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国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保

税
」）
は
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が

な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
て
病
院
に
か

か
る
と
き
に
必
要
と
な
る
医
療
費
の

大
切
な
財
源
で
す
。

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
に
つ
き

算
定
し
た
医
療
給
付
費
分
の
保
険
税

（
以
下
「
医
療
分
」）
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
の
保
険
税
（
以
下
「
支
援

金
分
」）、
そ
し
て
国
保
加
入
者
の
う

ち
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
（
以
下
「
第

２
号
被
保
険
者
」）
に
つ
き
算
定
し

た
介
護
納
付
金
分
の
保
険
税
（
以
下

「
介
護
分
」）
の
合
算
額
と
な
り
ま

す
。納

税
義
務
者

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

で
す
。
加
入
者
一
人
一
人
が
納
税
義

務
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
帯
主
が

国
保
の
加
入
者
で
は
な
く
て
も
、
家

族
の
中
に
国
保
の
加
入
者
が
い
る
と

き
は
納
税
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
納
税
通
知
書
な
ど
は
全
て

世
帯
主
宛
て
に
届
き
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
税
率
な
ど

　　
表
１
の
と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
度  

国
民
健
康
保
険
税

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
６

軽
減
適
用

　

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

均
等
割
、
平
等
割
に
つ
い
て
の
み
、

７
割
・
５
割
・
２
割
の
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
申
告
を

し
て
い
な
い
場
合
は
、
軽
減
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

㊟�

軽
減
判
定
所
得
に
は
、
国
保
加
入

者
の
所
得
に
加
え
て
、
擬
制
世
帯

主
の
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
。

区　分 医療分 支援金分 介護分

所得割（前年中の
所得に応じて） 8.0％ 2.5％ 2.0％

均等割
（加入者１人当たり） 28,000 円 7,800 円 10,000 円

平等割
（１世帯当たり） 25,000 円 7,500 円 7,000 円

課税限度額 540,000 円 190,000 円 160,000 円

（表１）税額＝医療分＋支援金分＋介護分（40 歳～ 64 歳）

７
割
軽
減
　
国
保
加
入
者
と
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
の
所
得
の
合
計
が
、

33
万
円
以
下
の
世
帯

５
割
軽
減　
国
保
加
入
者
と
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
の
所
得
の
合
計
が
、

「
33
万
円
」+

「
27
万
円
×
国
保
加

入
者
数
」
以
下
の
世
帯

２
割
軽
減　
国
保
加
入
者
と
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
の
所
得
の
合
計
が
、

「
33
万
円
」+

「
49
万
円
×
国
保
加

入
者
数
」
以
下
の
世
帯

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
、

非
自
発
的
な
理
由
に
よ
っ
て
離
職
し

た
人
は
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す

る
人
。
▼
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降

に
離
職
し
た
人
▼
雇
用
保
険
の
特
定

受
給
資
格
者
、
ま
た
は
特
定
理
由
離

職
者
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
交
付
し
た

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
離
職

コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
～
23
、
31
～

34
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
）
を
お
持
ち
の
人
・
離
職
日
時
点

で
65
歳
未
満
の
人

※�

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
や

雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証

を
お
持
ち
の
人
は
対
象
外
で
す
。

軽
減
内
容　
非
自
発
的
失
業
者
本
人

の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

30
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定

し
ま
す
。

※�

前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
て
い
な

い
場
合
は
軽
減
で
き
ま
せ
ん
。

軽
減
期
間　

離
職
日
翌
日
の
月
か

ら
、
そ
の
月
の
年
度
の
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
で
す
。

※�

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な

ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と

終
了
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
印
か
ん

申
請
場
所　
税
務
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
限

　

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
）
の
人
は
、
年
間
の
税
額
を
８

期
に
分
け
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
７
月
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま

す
。
納
付
書
で
納
め
る
人
に
は
１
年

間
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し

ま
す
の
で
、
納
期
ご
と
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
人
は
毎
月

25
日
ご
ろ
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
み
の
世
帯

で
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
）
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
が
、

申
し
出
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ
の
変
更
も
で
き
ま
す
。

熊
本
地
震
に
伴
う
減
免

　

熊
本
地
震
に
伴
う
国
保
税
の
減
免

は
、
４
月
～
９
月
分
（
６
カ
月
分
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
罹
災
証
明
書
を
受
理
し
、

減
免
基
準
に
該
当
し
て
い
る
場
合

は
、
減
免
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
他
市
町
村
で
罹
災
証
明
書
を
受

理
し
て
い
る
場
合
は
、
減
免
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所　
税
務
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課　

普通徴収の人の納期
第１期 ７月 31 日㈪ 第５期 11 月 30 日㈭
第２期 ８月 31 日㈭ 第６期 12 月 25 日㈪
第３期 10 月２日㈪ 第７期 平成 30 年１月 31 日㈬
第４期 10 月 31 日㈫ 第８期 ２月 28 日㈬

特別徴収の人の納期

仮徴収
４月

本徴収
10 月

６月 12 月
８月 平成 30 年２月

問い合わせ先 健康推進課保険年金係  ☎0968（25）7218、各支所市民生活課

　対象者には、日本年金機構から７月上旬までに「現況届」
が送付されますので、必要事項を記入し提出期限までに必
ず提出してください。
　なお、現況届に併せて診断書が必要な場合には、現況届
欄のある診断書が送られてきますので、医師に記入しても
らい期限までに提出してください。

※�疾病によっては、レントゲンフィルムや心電図などが必
要になることがあります。

※�自分で記入できない場合は、代理の人が受給権者の欄な
どを漏れなく記入し、「代理人署名欄」に代筆者の氏名・
住所などを記入してください。

注意　次のいずれかに該当する人は、現況届を提出する必
要はありませんので、現況届は送付されません。
①上記の年金を受け始めてから１年以内の人
②年金が全額支給停止となっている人
③�障害基礎年金額が障がいの程度が変わったことにより改

定されてから１年以内の人

７月は障害基礎年金の
現況届提出月です！

対象者　障害基礎年金の受給者で
■ 20 歳前に初診日のある障がいにより年金を受けている人

（年金証書の年金コード上２桁が 63 の人）例：年金コード「6350」
■旧国民年金法による障害福祉年金からの移行（裁定替え）により年金を受けている人

（年金証書の年金コード上２桁が 26 の人）例：年金コード「2650」

提出期限　７月31日㈪
提出先　　健康推進課または各支所市民生活課

　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合、保険料の
納付が「免除」または「猶予」される制度があります。こ
の制度を利用することで、将来の年金受給権の確保だけで
なく、万一の事故などで障害を負ったとき障害基礎年金の
受給資格を確保できます。

①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、配偶者（別居中の配偶者を含む）、世帯主それぞれ
の前年所得が一定額以下の場合や失業などの理由がある場
合、申請により保険料の納付が全額免除または一部免除と
なります。
②納付猶予申請
　50 歳未満の人（学生を除く）で、本人、配偶者（別居中の
配偶者を含む）それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、
申請により保険料の納付が猶予されます。
③学生納付特例申請
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、
各種学校に在学する学生などで、学生納付特例を受けよう

国民年金保険料の支払いに困ったら…
とする年度の前年の所得が基準以下または失業などの理由
がある場合、申請により保険料の納付が猶予されます。
※�①の免除を受けた期間は将来の老齢基礎年金の額が増額

されますが、②③の納付猶予を受けた期間は老齢基礎年
金の額は増額されません。

※�この制度を利用すると、付加年金と国民年金基金は利用
できませんのでご注意ください。また、付加年金と国民
年金基金は、過去にさかのぼって加入できません。

「保険料の追納制度」をご存知ですか
　免除を受けた期間や納付猶予期間および学生納付特例期
間の保険料は、10 年までさかのぼって保険料を納付できま
す。満額の老齢基礎年金を受け取るために、生活に余裕が
できたときには納めるようにしましょう。ただし、免除が
承認された期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当
時の保険料に加算額が付くので早めに追納することをお勧
めします。
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子
ど
も
を
感
染
症
か
ら
守
る
た
め
に

　

人
が
持
つ
免
疫
は
、
年
齢
が
低
い

ほ
ど
未
熟
で
す
。
生
ま
れ
た
直
後
は
、

母
親
か
ら
も
ら
っ
た
抗
体
の
お
か
げ

で
風
邪
な
ど
を
ひ
き
に
く
い
で
す
が
、

リ
ン
パ
球
や
好
中
球
な
ど
の
細
胞
免

疫
は
未
熟
な
た
め
、
感
染
症
に
か
か

る
と
重
症
化
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で
免
疫

を
作
っ
て
病
気
を
予
防
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
助
け
と
な
る
の
が

予
防
接
種
で
す
。

　

予
防
接
種
の
登
場
で
感
染
症
が
減

り
、
近
年
は
大
き
な
被
害
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、

最
近
は
予
防
接
種
を
受
け
な
く
て
も

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
人
が
増
え
、

接
種
率
が
下
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
下
が
り
続
け
る
と
、
免
疫
力
が
低

下
し
、
感
染
症
が
増
え
始
め
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
民
全
体
の
免
疫
水
準
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
と
し
て
一

定
の
接
種
率
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

定
期
接
種
と
任
意
接
種

【
定
期
接
種
】

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
も
の
で
、

Ａ
類
疾
病
と
Ｂ
類
疾
病
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

・
Ａ
類
疾
病　

Ａ
類
疾
病
は
、
集
団

予
防
が
目
的
で
、
予
防
接
種
を
受
け

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
努

力
義
務
が
あ
り
ま
す
。

種
類
…
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破

傷
風
、
ポ
リ
オ
、
結
核
、
麻
し
ん
、

風
し
ん
、
日
本
脳
炎
、
ヒ
ブ
感
染
症
、

小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
、
水
痘
、

Ｂ
型
肝
炎
、
ヒ
ト
パ
ピ
ー
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

・
Ｂ
類
疾
病　

Ｂ
類
疾
病
は
個
人
の

発
症
や
重
症
化
の
予
防
が
目
的
で
、

努
力
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

種
類
…
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

【
任
意
接
種
】

　

希
望
す
る
人
が
、
個
人
で
接
種
す

る
も
の
で
す
。

種
類
…
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
な
ど

接
種
時
期
や
回
数

　

ワ
ク
チ
ン
ご
と
に
接
種
す
る
期
間

（
対
象
年
齢
）
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
は
複
数
回
の
接

種
が
必
要
で
す
。
早
く
か
ら
病
気
を

予
防
す
る
に
は
、
接
種
で
き
る
月
齢

に
な
っ
た
ら
速
や
か
に
予
防
接
種
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
副
反
応

　

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反
応
は
ゼ
ロ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
副
反
応
の
可
能

性
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
た
上
で
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
力
が
強
い
麻
し
ん（
は
し
か
）

　

海
外
で
は
今
で
も
麻
し
ん
が
流
行

し
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。
国
内
で

も
海
外
か
ら
の
輸
入
例
を
発
端
に
、

集
団
発
生
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
麻

し
ん
は
感
染
力
が
と
て
も
強
く
、
予

防
接
種
を
受
け
な
い
と
、
多
く
の
人

に
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い

た
め
に
も
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

国
は
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接

種
接
種
率
の
目
標
を
95
％
と
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
の
接
種
率
は
第
1
期
：

87
％
、
第
2
期
：
91
・
５
％
（
平
成
27

年
度
実
績
）
と
、
接
種
率
は
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す
。
乳
幼
児
期
（
第
1
期
：

1
歳
～
２
歳
未
満
、
第
2
期
：
小
学

校
就
学
前
1
年
間
）
に
、
き
ち
ん
と

2
回
接
種
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

予
防
接
種
の
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
に

　

近
年
、
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
小
児

の
定
期
予
防
接
種
は
、
乳
幼
児
期
に

接
種
が
集
中
し
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
よ
っ
て
接
種
間
隔
や
接
種

回
数
が
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
接

種
間
隔
の
誤
り
や
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

の
誤
り
な
ど
の
過
誤
接
種
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
度
の
予

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

と　

き　

７
月
４
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

旭
志
公
民
館

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師

が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
８
月
か
ら
９
月
に
複
合
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望

す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

年
に
１
回
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

５
月
12
日
・
26
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

池い
け

田だ　
稜り

ょ
う　
（
○菊  

花
房
台
）

岩い
わ

根ね

恋れ

音の
ん　
（
○菊  

北
原
）

八や
つ

並な
み

暖は
る

人と　
（
○菊  

上
長
田
）

緒お

方が
た

元も
と

晴は
る　
（
○菊  

辻
）

武た
け

石い
し

柊と
う

麻ま　
（
○菊  

大
琳
寺
）

井い

手で

優ゆ
う

華か　
（
○菊  

戸
豊
水
）

末す
え

吉よ
し

優ゆ

希き

菜な

（
○菊  

北
宮
）

園そ
の

木き

心み

結ゆ　
（
○菊  

野
間
口
）

畠は
た
け

山や
ま

鯉り

一い
ち　
（
○菊  

築
地
）

津つ

留る

俊し
ゅ
ん

翔と　
（
○菊  

袈
裟
尾
）

島し
ま

田だ

明あ

香か

里り

（
○菊  

遊
蛇
口
）

豊と
よ

住ず
み

明あ
か

凛り　
（
○菊  

深
川
）

中な
か

津つ

遥は
る

馬ま　
（
○菊  

亘
）

中な
か

結ゆ

依い

那な　
（
○菊  

生
味
）

國く
に

友と
も

梨り

佳か

子こ

（
○菊  

花
房
台
）

深ふ
か

田だ

蒼あ
お

生い　
（
○菊  

花
房
台
）

小お

田だ

清き
よ

正ま
さ　
（
○菊  

太
田
）

横よ
こ

田た

耕こ
う

生せ
い　
（
○泗  

朝
日
団
地
）

松ま
つ

川か
わ

ゆ
ら　
（
○泗  

佐
野
）

杉す
ぎ

本も
と　
翼つ

ば
さ　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

永な
が

田た

隼し
ゅ
ん

基き　
（
○泗  

村
吉
）

永な
が

田た

ゆ
い
な
（
○泗  

永
）

實さ
ね

田だ

結ゆ

衣い

嘉か

（
○泗  

富
）

感染症には症状の重いものや後遺症が残るもの
があります。感染症を防ぐために免疫を作る助
けとなるのが予防接種です。
赤ちゃんや地域を感染症から守るために、知っ
ておきたい予防接種について紹介します。

村む
ら

上か
み

な
な
み
（
○泗  

桜
山
八
）

川か
わ

口ぐ
ち

敬け
い

瑚ご　
（
○泗  

村
吉
）

中な
か

島し
ま

悠ゆ
う

成せ
い　
（
○泗  

田
島
二
）

吉よ
し

村む
ら

彩あ

未み　
（
○旭  

川
下
）

斉さ
い

藤と
う

優ゆ
う

梨り　
（
○旭  

九
の
峰
）

平ひ
ら

井い　
類る

い　
（
○七  

菰
入
）

❶�

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き

❷�

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸�

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く

早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

防
接
種
過
誤
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
過
去
に
は
、
過
誤
接

種
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
過
誤
接
種

を
防
ぐ
た
め
に
、
保
護
者
は
医
療
機

関
に
予
約
す
る
前
や
接
種
す
る
前
に
、

必
ず
母
子

手
帳
で
接

種
歴
や
接

種
間
隔
を

確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　シラミは、人間の毛の中や衣類に寄生す
る害虫です。大きく分けると3 種類あります。
特にアタマジラミは、12 歳以下の子どもた
ちに多く見られます。
　主な症状は、皮膚の激しいかゆみです。ア
タマジラミの感染経路は、直接的な頭部の
接触が主な要因です。集団生活の場や、家
庭内で寝具、タオル、帽子などを共有する
ことでも感染しますので、共有は避けるよう
にしましょう。
　感染した場合、シラミ駆除専用パウダー
剤およびシャンプー剤が市販され、広く使用
されています。保育園や小学校などでの発
生も各地で毎年あります。日頃から、
子どもの髪や行動などの観察を忘
れないことが大切です。

～ ワクチンで予防できない感染症 ～
本市における予防接種事故の発生件数（実件数）と種類

※�予防接種を安全で効果的に実施するためには、予防接種を受ける側、
実施する側ともに予防接種について十分理解しておくことが大切です。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
接種間隔の誤り 2 4 1 0
重複接種 0 1 0 0
有効期限切れワクチン 0 0 0 0
ワクチンの種類を誤った 0 0 2 0
接種対象年齢外の者への接種 0 0 1 0

複
合
健
診
と
は

　

生
活
習
慣
病
に
着
目
し
た
生
活

習
慣
病
健
診
（
19
～
39
歳
）・
特
定
健

診（
40
～
74
歳
）・
後
期
高
齢
者
健
診

（
75
歳
～
）
と
が
ん
検
診
を
合
わ
せ

た
も
の
で
す
。　

実
施
期
間　

８
月
１
日
㈫
～
12
日

㈯
、
９
月
１
日
㈮
～
９
日
㈯

と
こ
ろ　

菊
池
養
生
園
（
菊
池
広
域

保
健
セ
ン
タ
ー
）

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　

☎（
25
）７
２
１
８

　

各
支
所
市
民
生
活
課
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香か

の
満
つ
や
木も
っ
香こ
う
薔ば

薇ら

の
囲
む
家

野
に
山
に
烟け
む
る
が
如
く
花
楝お
う
ち

昨
日
よ
り
今
日
の
眩ま
ぶ
し
き
柿
若
葉

松
蝉
の
風　
止
む
時
に
鳴
き
揃
ふ

桐
の
花
防さ
き
人も
り
の
丘
見
張
り
を
り

加
藤　
妙
子

北
村　
妙
子

松
永　
久
子

中
路　
郁
子

宮
本　
雅
子

五
月
女
ら
萌
え
の
ぶ
茶
の
芽
摘
み
と
り
ぬ
テ
レ
ビ
放
映
今
日
八
十
八
夜

鉢
巻
き
を
締
め
て
講
師
の
熱
弁
を
し
ん
み
り
聴
き
い
る
保
護
者
の
集
い

日
す
が
ら
を
し
と
し
と
春
雨
降
り
止
ま
ぬ
や
が
て
繁
忙
迎
え
る
序
曲

玉
葱
は
玉
太
り
せ
ず
収
穫
の
時
を
ば
迎
う
致
し
方
な
し

い
か
な
ら
む
梅
の
新
芽
の
伸
び
悪
し
よ
く
よ
く
観
れ
ば
ズ
ダ
レ
の
隠
れ
家

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

里
短
歌
会
の
深
き
願
い
を
未
来
へ
と
さ
く
ら
の
歌
碑
建
つ
菊
池
公
園

行
き
行
け
ば
薄
紫
の
そ
こ
か
し
こ
さ
み
ど
り
の
間
に
山
藤
の
花

香
る
風
目
を
射
る
新み

ど
り緑
に
身
を
置
き
て
わ
が
身
ひ
と
つ
と
深
く
息
吐
く

夕
焼
け
の
空
よ
り
出
で
し
ひ
と
筋
の
飛
行
機
雲
は
吾
の
頭
上
に

風
の
音
小
鳥
の
囀
り
優
し
く
て
今
朝
見
た
夢
の
母
に
逢
ひ
た
き

梶
原
美
智
代

宮
本　
淑
子

坂
本　
玲
子

江
頭　
桂
子

安
見　
朱
實

雲
間
よ
り
朝
日
は
昇
り
眩
し
か
り
病
室
の
中
陽
は
射
し
込
み
ぬ

マ
リ
ン
バ
の
演
奏
聞
き
て
帰
る
道
エ
コ
ー
と
な
り
し
音
色
道
連
れ

淡
紅
の
ひ
と
ひ
ら
の
桜
散
り
急
ぐ
誰
の
ひ
と
世
も
寂
し
き
も
の
を

西
の
果
て
夜
空
輝
く
菊
池
市
よ
消
え
る
こ
と
な
き
灯
の
揺
ら
ぐ

城
山
よ
り
雲
井
の
桜
偲
ぶ
が
に
父お

や
子こ

の
歌
碑
に
木
の
芽
雨
降
る

安
東　
綾
子

堤　
よ
し
み

中
川　
愛
子

岩
木
タ
エ
子

山
田　
弘
子

夏
め
く
や
風
も
瀬
音
も
靴
音
も
河
岸
の
小
花
も
揺
る
る
夕
映
え

田
蛙
よ
い
ま
は
い
づ
こ
に
鳴
き
ゐ
む
か
こ
の
広
き
野
を
捨
て
に
し
か

突
風
に
麦
わ
ら
帽
子
が
飛
ば
さ
れ
て
鬼
ご
っ
こ
す
る
わ
た
し
と
風
と

震
災
の
後
も
原
発
つ
く
る
と
ぞ
予
定
地
大
間
は
さ
い
果
て
の
風

礼
を
し
て
前
を
過
ぎ
ゆ
く
一
年
生
五
月
の
風
が
後
押
し
を
す
る

中
川　
愛
子

村
上
さ
き
江

安
藤　
則
子

怒
留
湯
健
蓉

林　
ま
つ
子

末
孫
の
我
が
背
を
越
す
や
若
葉
道

全
身
で
笑
ふ
幼
子
風
光
る

母
の
日
に
う
ぶ
声
元
氣
に
女
の
子

菖
蒲
湯
や
孫
と
背
く
ら
べ
し
て
更
け
て

メ
ー
ル
に
て
お
は
ぎ
所
望
の
孫
帰
省

寺
本　
和
子

五
丁　
義
昭

服
部　
靜
子

森　
　
正
子

藤
本　
邦
治

帰
り
来
し
燕
早
く
も
宙
が
へ
り

足
の
癒
え
試
す
一
歩
や
青
き
踏
む

掻
き
集
め
燃
や
す
日
課
や
春
落
葉

鳥
籠
を
移
す
縁
先
柿
若
葉

水
谷　
ミ
ネ

芹
川
の
り
子

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川　
蓉
子

鑑
定
団　
百
均
の
皿
出
し
て
み
ろ

鑑
定
団　
え
え
ご
つ
値
段
決
め
よ
ら
す

長
生
き
病　
ど
し
こ
暮
ら
せ
ど
年
齢
と
ら
ん

長
生
き
病　
弱
る
薬
は
な
か
ろ
う
か

御
手
洗
三
代

井
手　
水
光

柏
原　
乗
仏

山
隈　
好
茶

万
句
の
里
俳
句
会  

５
月
句
会

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
５
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会  

５
月
例
会

七
城
短
歌
会  

５
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

５
月
詠
草

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

５
月
歌
会

菊
池
短
歌
会  

６
月
詠
草

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

５
月
例
会

おんみょうじ
鬼のおっぺけぽー
夢
ゆめ

枕
まくら

　獏
ばく

／作
大
おお

島
しま

妙
たえ

子
こ

／絵　（講談社）
時は平安。三日月のでる夜に牛
車の一行が通ります。すると、
まえからあやしいくもがちかづ
いてきて…。平安時代に活躍し
た陰陽師、安部清明の子どもの
頃のお話です。( 所蔵館 : 全館 )

菊池市図書館ホームページ  http://www.kikuchi-lib.jp/
中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（38）6866
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

※開館準備中です
［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

泗水図書館
　ふたりのせかいりょこう
　天上の葦　上・下
　スウィングしなけりゃ意味がない
　今ひとたびの、和泉式部
　裏切りの中央本線
　ドライブ九州ベスト‘18
　山野草のある庭づくり
　おしりたんてい　かいとうVSたんてい
　くまモンとブルービーの大冒険
　白い花びら
七城図書館
　九州親子で行きたい!
　ファミリーキャンプ場完全ガイド
　熱中症対策マニュアル
　忍びの国
　やってみよう!理科の工作
　かっぱ
　おまつり!おまツリー!!  
旭志図書館
　銀の猫
　けものになること
　ちいさな織り機でちいさなおしゃれこもの
　手間をかけずに鮮度長持ち!
　食品保存早わかり便利帳
　これは、わにです。
　ひげらっぱ
　ルチアさん
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きょう

極
ごく

夏
なつ

彦
ひこ

／文、北
きた

原
はら

明
あ

日
す

香
か

／絵 
林
はやし

　木
き

林
りん

／作、山
やま

口
ぐち

亜
あ

耶
や

／絵

   朝
あさ

井
い

まかて／著
坂
さか

口
ぐち

恭
きょう

平
へい

／著
蔭
かげ

山
やま

はるみ／著

ホームライフセミナー／編
ヒース・マッケンジー／絵

ザ・キャビンカンパニー／作・絵
高
たか

楼
どの

方
ほう

子
こ

／作

児童書（約２万冊）の中で、わくわく！選書体験！どなた
でも参加できます。

子どもたちの発表をぜひ聞いてください。

夏休みの宿題、自由研究、課題図書…図書館で調べよう!コスモス

●７月14日㈮ 午後１時～６時
●７月15日㈯ 午前10時～午後４時

と　き

７月28日㈮
午後１時30分～５時30分

と　き

菊池市文化会館  小ホールところ

菊池市七城公民館 講堂ところ

あなたの大好きな本、心に残った本を絵に描いてみ
ませんか。

９月15日㈮～11月15日㈬募集期間

中央図書館の開館に
合わせて 審 査し、入
賞作品を決定します。
入 賞作品は、生 涯学
習センター・各図書館
に展示予定です。

審査・展示

【 用　　紙 】
【 大 き さ 】
【 絵  の 具 】
【 応募用紙 】

募集要項

市内の小学生・中学生対　　象

画用紙
４つ切（54cm×38cm）
クレヨン、パステル、水彩
各学校で配布予定

19 182017 July広報きくち2017 July広報きくち



人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

142

　
「
結
婚
し
て
も
、
続
け
ま
す
か
」
こ

の
質
問
は
、
私
が
38
年
前
、
教
員
採
用

試
験
の
面
接
試
験
で
問
わ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
問
い
が
、
男
性
に
は
問
わ
れ

て
い
な
い
と
知
り
、
女
性
差
別
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
の
は
、
数
年
た
っ
て

か
ら
で
し
た
。
結
婚
や
出
産
に
よ
っ
て

仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
先
輩
が
、

以
前
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
男
女
平
等
の
原
点
と
も
い
え
る
「
女

性
差
別
撤
廃
条
約
」
の
批
准
、
お
よ
び

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
制
定
」
か
ら

32
年
が
た
ち
ま
し
た
。
社
会
に
根
強
く

残
る
性
差
別
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的

文
化
的
な
性
的
役
割・分
業
の
固
定
化
）

意
識
は
、
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

育
児
や
介
護
の
負
担
が
女
性
に
偏

り
、長
時
間
労
働
な
ど
を
前
提
に
し
た
、

女
性
が
働
き
に
く
い
就
業
環
境
な
ど
が

い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
。
仕
事
と
家
庭
・

地
域
生
活
の
両
立
の
た
め
に
は
、
就
業

意
欲
の
あ
る
女
性
が
継
続
し
て
働
け
る

環
境
の
整
備
や
、
育
児
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

同
時
に
男
性
の
家
庭
や
地
域
へ
の
参
画

が
可
能
に
な
る
社
会
の
あ
り
方
の
見
直

し
を
進
め
る
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。

　
女
性
だ
け
が
我
慢
し
た
り
、
男
性
だ

け
に
事
を
押
し
付
け
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
互
い
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
つ
ま

り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
役
割
を
強

制
さ
れ
た
り
、
生
き
方
を
強
制
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
男
女
平
等
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
様
な
性
の

あ
り
方
を
認
め
合
い
、
人
と
人
と
が
互

い
に
対
等
な
人
間
と
し
て
尊
重
し
合
え

男
女
平
等
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
稲い

な

田だ

京き
ょ
う

子こ
熊本県人権同和政策課編
「人権研修テキスト」より

る
社
会
を
共
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
ず
い
ぶ
ん
前
で
す
が
、
あ
る
女
性
が

「
戦
後
、
女
性
の
参
政
権
が
認
め
ら
れ
、

初
め
て
の
国
政
選
挙
に
参
政
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時
、
私
だ
け
で
な
く
、
何

人
も
の
女
性
が
喜
び
の
あ
ま
り
涙
を
流

し
て
、
投
票
所
に
向
か
い
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
今
が
あ
る
の
は
、
人

権
感
覚
や
政
治
に
目
覚
め
た
人
た
ち
の

並
々
な
ら
ぬ
努
力
や
命
懸
け
で
闘
い
勝

ち
取
っ
た
権
利
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ

の
権
利
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
今
で
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
男
女

平
等
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
今
、
不
合
理
や
矛
盾
な
ど
に
気
付

い
た
ら
、
声
を
上
げ
、
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。

　

４
月
28
日
、
菊
池
川
流
域
４
市
町

（
菊
池
市
、玉
名
市
、山
鹿
市
、和
水
町
）

で
申
請
し
た
《
米
作
り
、
二
千
年
に

わ
た
る
大
地
の
記
憶
～
菊
池
川
流
域

「
今
昔
『
水
稲
』
物
語
」
～
》
が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
菊
池
市

の
宝
物
が
日
本
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。　

　

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
風
土
に

根
差
し
た
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
わ
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が
認
定
す
る

も
の
で
す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
菊
池
川
流
域
の

日
本
遺
産
の
内
容
に
つ
い
て
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

原は
る

井い

手で

　
広
辞
苑
で
「
井
手
」
は
、「
田
の
用

水
を
せ
き
と
め
て
あ
る
と
こ
ろ
」
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
派

生
し
て
、
用
水
路
の
呼
び
名
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
井
手
は
米
作
り
に
欠
か
せ
な
い

水
を
確
保
す
る
た
め
の
用
水
路
と
し

て
、
菊
池
川
の
最
上
流
域
の
大
場
堰

を
取
水
口
と
し
て
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
工
事
は
元
禄
11
年（
1
6
9
8
）

に
開
始
さ
れ
、
３
年
後
に
完
成
。
長

さ
は
約
11
キ
ロ
で
、
約
2
0
0
ヘ
ク

原
井
手
（
日
本
遺
産
）

タ
ー
ル
の
水
田
に
水
を
供
給
し
ま
し

た
。

　

水
路
が
作
ら
れ
た
場
所
は
菊
池
市

東
部
の
丘
陵
地
で
す
。
こ
の
水
路
は

平
野
で
は
な
く
丘
陵
部
の
水
田
に
水

を
供
給
す
る
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
の
工
事
で
農
業
土

木
技
術
史
上
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
の
は
、
肥
後
藩
最
古
の
水
路
ト
ン

ネ
ル
で
す
。
掘
削
し
た
水
路
ト
ン
ネ

ル
の
長
さ
は
約
4
5
0
メ
ー
ト
ル
あ

り
ま
す
。

　
原
井
手
の
開
発
に
尽
力
し
た
の
は
、

惣
庄
屋
の
河
原
杢
左
衛
門
で
、
そ
の

功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
の
記
念
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「日本の桜、どこにでもある風景」展　Bobヒラカワ
期　間：７月 4 日㈫～ 17日㈰
　日本の桜。独りぼっちの桜。楽しそうな桜。女の子みた
いな桜。男の子みたいな桜。春の女神がいろんな桜をプレ
ゼントしてくれました。

「隈府小学校子どもの絵画」展　
期　間：７月 19 日㈬～ 30 日㈰
　昨年度の菊池郡市絵画展で選ばれた巡回作品を展示して
います。ぜひ子どもたちの作品を見に来てください。

【まちかど資料館企画展】
「菊池一族歴代の墓碑展」
期　間：～７月 30 日㈰
　各時代の当主や大きく活躍した人物の足跡を墓碑ととも
に紹介します。

用
水
路
活
用
と
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

　
原
井
手
は
、
１
７
０
１
年
に
完
成
し

た
県
内
で
も
歴
史
あ
る
農
業
用
水
路

で
す
。
３
０
０
年
以
上
た
っ
た
今
で

も
、
河
原
・
水
源
地
区
の
約
２
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
こ
の
原
井
手
を
含
め
「
菊
池
川

流
域
の
か
ん
が
い
施
設
」
が
日
本
遺
産

の
一
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
原
井
手
を
カ
ヤ
ッ
ク
で
下
る

「
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
、
今
年
で
実

施
４
年
目
を
迎
え
、
菊
池
の
夏
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
年
々
定
着
し
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
９
割
以
上
は
市
外

（
県
外
が
４
割
弱
）
の
方
な
の
で
、
本

年
度
か
ら
カ
ヤ
ッ
ク
で
下
る
井
手
の
水

で
育
っ
た
米
を
「
水
源
米
」
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
体
験
と
合
わ
せ
て
販
売

す
る
予
定
で
す
。

　
水
の
流
れ
る
音
や
風
を
感
じ
な
が
ら

里
山
を
楽
し
み
、
井
手
の
水
を
使
っ
た

米
を
食
べ
舌
で
楽
し
む
。
里
山
の
地
域

資
源
を
活

用
す
る
取

り
組
み
が
、

地
域
の
元

気
に
つ
な

が
る
よ
う

期
待
し
て

い
ま
す
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

絵手紙教室一年間の発表
期　間　～７月２日㈰
　絵手紙教室で制作した作品を全て展示します。ぜひご覧
ください。

2017第９回癒しの里の竹細工展
期　間：���７月４日㈫～８月６日㈰　午前 10 時～午後５時
　県伝統工芸館で学んだ竹サークルの会員が大小さまざま
な作品を展示・販売します。期間中は体験教室も開催します。
竹細工づくりを一緒に楽しみませんか。
※体験教室は材料費 500 円。

イデベンチャー

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
〇56

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

日
韓
、
結
婚
式
文
化
の
違
い

　
「
あ
た
し
ン
ち
」
で
有
名
な
漫
画
家

け
ら
え
い
こ
さ
ん
の
結
婚
生
活
マ
ン

ガ
「
セ
キ
ラ
ラ
結
婚
生
活
」
が
韓
国

語
で
も
出
刊
さ
れ
、
両
国
の
結
婚
文

化
が
関
心
を
集
め
て
い
る
が
、
そ
の

違
い
が
意
外
に
面
白
い
。

　

例
え
ば
結
婚
式
招
待
状
で
あ
る
。

韓
国
で
は
あ
る
程
度
の
顔
見
知
り
な

ら
ほ
と
ん
ど
招
待
客
と
し
て
招
待
さ

れ
る
。
参
加
の
可
否
は
問
わ
ず
招
待

状
を
出
す
の
が
慣
例
だ
。
招
待
状
を

「
ま
く
」
と
い
う
表
現
を
使
う
ほ
ど
に

普
段
親
密
で
な
い
知
人
に
も
招
待
状

を
渡
す
。
そ
れ
は
結
婚
式
費
用
を
賄

う
た
め
で
も
あ
る
。
結
果
、
結
婚
適

齢
期
の
知
人
が
多
い
ほ
ど
毎
週
末
は

結
婚
式
に
行
く
こ
と
に
な
る
。「
今
ま

で
人
の
た
め
に
出
し
た
ご
祝
儀
は
い

く
ら
か
」
と
考
え
る
と
自
分
の
結
婚

式
で
も
大
勢
招
待
し
て
そ
れ
ま
で
の

分
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
。
し
か
し

結
婚
式
全
体
は
30
分
も
無
い
ほ
ど
の

短
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
日
本
で
は

招
待
客
が
座
る
席
に
一
人
一
人
名
札

を
置
け
る
と
い
う
の
は
韓
国
側
か
ら

み
る
と
小
規
模
だ
。
式
全
体
の
進
行

も
秩
序
正
し
く
整
然
と
し
た
感
じ
で

あ
る
。

　

次
は
平
均
祝
儀
だ
が
、
韓
国
の
平

均
祝
儀
は
５
万
ウ
ォ
ン
（
約
５
千
円
）

で
あ
る
。
式
場
に
行
っ
て
祝
儀
だ
け

渡
し
て
帰
る
客
も
多
く
、
時
に
は
口

座
振
込
み
で
祝
儀
を
送
っ
た
り
す
る
。

　

ま
た
韓
国
で
は
団
体
写
真
を
撮
る

と
き
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
と
し
て
、
白

い
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
姿
の
花
嫁

を
一
番
目
立
た
せ
る
た
め
、
ほ
と
ん

ど
の
客
が
暗
い
ト
ー
ン
で
地
味
め
の

服
を
着
る
。 

客
が
白
い
ト
ー
ン
の
衣

装
を
着
る
こ
と
は
礼
儀
で
は
な
い
。

　

最
後
に
披
露
宴
だ
が
、
韓
国
で
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合
結
婚
式
後
は
近
く

の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
式
場
の
中
に
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
こ
と
で

披
露
宴
の
代
わ
り
と
す
る
。
大
勢
の

客
が
食
事
す
る
と
こ
ろ
を
新
郎
新
婦

と
両
家
の
親
が
一
緒
に
一
つ
一
つ

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
な
が
ら
、
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
で
結
婚
式
を
締
め
く

く
る
。 

日
本
の
よ
う
に
披
露
宴
の
出

し
物
や
二
次
会
に
行
く
と
い
う
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
今
は
国
際
結
婚
も
増
加
し
て
い
る
。

国
が
違
え
ば
習
慣
や
文
化
が
違
う
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
違

い
に
戸
惑
わ
ず
、
自
分
の
幅
が
広
が

る
、
違
い
を
楽
し
む
と
思
う
な
ら
豊

か
な
人
生
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

原井手取り入れ口

１

菊
池
の
宝
物       

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
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）７
２
３
２

１
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お
知
ら
せ

　
こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花
期

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
農
薬
散
布
に

あ
た
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
を
与
え

な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣

箱
の
位
置
や
防
除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情

報
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た

農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら
な
い

よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　
熊
本
県
畜
産
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
補
償
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
区
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
な
ど
が
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

は
、
地
域
社
会
の
発
展
や
市
民
の
健
康
増

進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
万
が
一
事
故
が
起
き
た
ら
…
…
。

対
象
と
な
る
活
動

　
市
内
に
活
動
の
拠
点
を
置
き
、
５
人
以

上
の
市
民
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
市
民
団

体
な
ど
が
行
う
公
益
性
の
あ
る
市
民
活
動

中（
政
治
、宗
教
、営
利
目
的
な
ど
を
除
く
）

の
事
故
。
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❶�

地
域
社
会
活
動　

区
活
動
、
運
動
会
、

祭
り
、
清
掃
美
化
活
動
な
ど

❷�

青
少
年
育
成
活
動　
子
ど
も
会
の
諸
活

動
、
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

❸�

社
会
福
祉
奉
仕
活
動　
社
会
福
祉
施
設

援
護
活
動
、
在
宅
老
人･

身
障
者
な
ど

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど

❹�

社
会
教
育
活
動　

青
年
団
、
婦
人
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
（
学
校
管
理
下
中
は
除
く
）
公

民
館
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど

過
去
の
該
当
事
例　

▼�

区
活
動　
清
掃
活
動（
人
築
）、運
動
会
、

祭
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

▼
市
民
活
動　
子
ど
も
の
学
習
会
な
ど

対
象
と
な
ら
な
い
活
動　

▼�

山
岳
登
山
や
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど

危
険
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ

▼
指
導
者
や
参
加
者
の
故
意
に
よ
る
事
故

▼�

地
震
、
噴
火
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
も
の
な
ど

※�

他
に
も
対
象
外
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
償
内
容
（
傷
害
補
償
）

　
指
導
者
ス
タ
ッ
フ
や
参
加
者
が
死
亡
ま

た
は
後
遺
障
害
を
被
る
、
ま
た
、
入
院
・

通
院
治
療
を
要
す
る
け
が
を
し
た
場
合
の

事
故
。（
１
人
当
た
り
）

▼
死
亡
補
償
金	

６
０
０
万
円

▼
後
遺
障
害
補
償
金
（
程
度
に
よ
る
）

　
18
万
円
～
６
０
０
万
円

▼
入
院
補
償
金	

１
日
３
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
最
高
54
万
円
）

▼
通
院
補
償
金	

１
日
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
最
高
18
万
円
）

※�

事
故
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
１
８
０
日

以
内
ま
で
を
補
償

補
償
内
容
（
賠
償
責
任
補
償
）

　
団
体
の
指
導
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
過
失
に

よ
り
参
加
者
や
第
三
者
に
け
が
を
さ
せ
た

り
、
財
物
に
損
害
を
与
え
法
律
上
の
賠
償

責
任
を
負
っ
た
場
合
。

▼
身
体
賠
償
（
最
高
）
１
人
６
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
事
故
３
億
円

▼
財
物
賠
償
（
最
高
）

　
　
　
　
　
　
　
１
事
故
３
０
０
万
円

事
故
が
起
き
た
ら

　
２
週
間
以
内
に
団
体
の
責
任
者
を
通
じ

て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
契
約
期
間
は
５
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
５
月
１
日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。

そ
れ
以
降
は
新
た
に
契
約
を
結
び
直
す
た

め
、
保
険
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
担
当
地
区
の
中
で
福
祉
に
関
す
る
相
談

や
、
行
政
機
関
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
悩
み
事

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
児
童
委
員

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
第
３
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
（
敬
称
略
）

▼
上
西
寺
・
中
西
寺　
藤ふ

じ
本も
と
眞ま

理り

　
☎（
24
）０
３
９
４

▼
神
来
・
深
川　
中な
か
村む
ら
由ゆ

美み

子こ

　
☎（
24
）１
６
６
０

問
福
祉
課
福
祉
係　

　
☎（
25
）７
２
１
３

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
す

平
成
28
年
度
の
一
般
寄
付
を

公
表
し
ま
す

敬
称
略

▼
匿
名
者　
１
０
０
万
円

▼�

双
日
新
都
市
開
発
株
式
会
社（
東
京
都
）

　
２
万
９
２
０
０
円

▼�

山
内
美
穂
子
（
熊
本
市
）

　

�

宅
地
、
建
物
お
よ
び
附
属
動
産
（
故
田

村
幸
治
相
続
分
）

▼
匿
名
者　
４
０
０
万
円

▼�

宗
岡
美
絵
子
（
福
岡
市
）

　
手
刺
し
ゅ
う
作
品

▼�

菊
池
自
動
車
販
売
店
会
（
菊
池
市
）

　
電
波
時
計

▼�

故
田
村
カ
シ
コ
（
菊
池
市
）

　
２
５
３
０
万
２
９
０
２
円
（
遺
言
）

問
総
務
課
総
務
行
政
係　

　
☎（
25
）７
１
１
１

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

　
菊
池
環
境
保
全
組
合
が
実
施
す
る
新
環

境
工
場
等
整
備
事
業
の
環
境
影
響
評
価

（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
、
県

条
例
に
基
づ
き
実
施
し
た
調
査
結
果
な
ど

を
取
り
ま
と
め
た
環
境
影
響
評
価
準
備
書

（
以
下「
準
備
書
」）の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
準
備
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
環
境
保
全

の
見
地
か
ら
ご
意
見
が
あ
る
場
合
は
、
事

業
者
（
組
合
）
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま

す
。

対
象
事
業　
新
環
境
工
場
等
整
備
事
業

事
業
の
種
類　
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
廃
棄

物
処
理
施
設
（
ご
み
焼
却
施
設
）
お
よ
び

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置

準
備
書
の
縦
覧

期　
間　
８
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

と
こ
ろ　
県
庁
、
菊
池
市
役
所
、
菊
池
市

泗
水
支
所
、
合
志
市
役
所
合
志
庁
舎
、
大

津
町
役
場
、
菊
陽
町
役
場
、
菊
池
環
境
保

全
組
合
事
務
局

※�

準
備
書
の
内
容
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.kikunanseisou.

or.jp

）
上
に
も
掲
載
し
ま
す
。

説
明
会
（
と
き
・
と
こ
ろ
）

　
準
備
書
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
自
由
で
す
。

▼�

８
月
22
日
㈫
午
後
７
時
30
分
～　
大
津

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

▼�

８
月
24
日
㈭
午
後
７
時
30
分
～　
菊
陽

町
光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

▼�

８
月
29
日
㈫
午
後
７
時
30
分
～　
菊
池

市
泗
水
公
民
館
大
研
修
室

家
の
排
水
状
況
を

ご
存
知
で
す
か

　
現
在
、
公
共
下
水
道
や
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
合
併
処

理
浄
化
槽
な
ど
、
４
つ
の
汚
水
処
理
事
業

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
く
み
取
り
や
単
独
浄
化
槽
を
使
う
場
合

は
、
こ
れ
ら
の
方
法
に
比
べ
、
河
川
な
ど

の
公
共
用
水
域
に
流
れ
て
い
く
汚
水
の
量

が
増
え
ま
す
。
菊
池
の
美
し
い
自
然
を
後

世
に
残
す
た
め
に
、
く
み
取
り
や
単
独
浄

化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

問
下
水
道
課
工
務
係　

　
☎（
25
）７
２
４
４

新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す

　
新
し
い
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
を
、
７
月
中
旬
か
ら
７
月

末
ま
で
の
間
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。
留
守
な
ど
で
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た

保
険
証
は
、
８
月
か
ら
健
康
推
進
課
ま
た

は
最
寄
り
の
各
支
所
で
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）
と
印
か
ん

（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
を
用
意
し
て
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
㈪
で
す
。
８
月
１
日
㈫
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
保
険
証　
▼
国
民
健
康
保
険
一
般
被

保
険
者
証
と
前
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
ク
リ
ー
ム
色
）
▼
国
民
健
康
保
険
退

職
者
医
療
被
保
険
者
証
（
う
ぐ
い
す
色
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
水
色
）

※�

前
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
記
載

し
て
あ
る
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
平

成
29
年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

を
基
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
県
で
は
、
県
内
の
豊
か
な
森
林
資
源
を

最
大
限
に
利
活
用
し
、
木
材
を
低
コ
ス
ト

で
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
を
整
備
す

る
た
め
、「
森
林
の
集
約
化
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
自
ら
森
林
を
経

営
・
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
所
有

権
の
移
転
を
行
う
た
め
の
支
援
な
ど
も
行

森
林
を
見
直
そ
う

▼�

８
月
30
日
㈬
午
後
７
時
30
分
～　
合
志

市
役
所
合
志
庁
舎
大
会
議
室 

意
見
書
の
提
出　
氏
名
、
住
所
、
意
見
書

の
対
象
で
あ
る
準
備
書
の
名
称
（
新
環
境

工
場
等
整
備
事
業
）、
環
境
保
全
の
見
地

か
ら
の
ご
意
見
と
そ
の
理
由
を
明
記
し
、

９
月
13
日
㈬
ま
で
に
郵
送
か
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有
効
）

問
菊
池
環
境
保
全
組
合
建
設
推
進
課　

〒
８
６
９
‐
１
２
３
３　
菊
池
郡
大
津
町

大
津
１
１
５
番
地　

　
☎
０
９
６（
２
９
３
）２
５
５
５

　
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
作
品
を
審
査
し
ま
せ
ん
か

　
花
の
ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
の
応
募
作
品
を
市
役
所
玄
関
ホ
ー

ル
に
展
示
し
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
審
査
は
来
場
者
の
投
票
で

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
投
票
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

審
査
期
間　
７
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮
※
㈯

㈰
㈷
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

投
票
方
法　
総
合
案
内
で
投
票
用
紙
を
受

け
取
り
、
各
部
門
か
ら
２
点
ず
つ
気
に
入

っ
た
作
品
を
選
び
、
番
号
を
投
票
用
紙
に

記
入
し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
・
賞
品

▼�

金
賞
３
点
（
各
部
門
か
ら
１
点
ず
つ
）

１
万
円
分
の
市
内
共
通
商
品
券

▼�

銀
賞
３
点
（
各
部
門
か
ら
１
点
ず
つ
）

５
千
円
分
の
市
内
共
通
商
品
券

▼�

特
別
賞
１
点
（
全
部
門
か
ら
１
点
市
長

が
決
定
）
５
千
円
分
の
市
内
共
通
商
品

券
問
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係　

　
☎（
25
）７
２
４
２

っ
て
い
ま
す
。

問
県
森
林
整
備
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
４
１

　
県
北
広
域
本
部
林
務
課

　
☎（
25
）２
３
４
７
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

リ
バ
ー
サ
イ
ド
七
城　

南
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

期　
間　
７
月
15
日
㈯
～
17
日
㈪

　
　
　
　
７
月
22
日
㈯
～
８
月
27
日
㈰

と
こ
ろ　
七
城
町
林
原
９
６
２
‐
１

開
場
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�
正
午
～
午
後
１
時
は
休
憩
時
間
の
た
め

遊
泳
で
き
ま
せ
ん

利
用
料
（
一
人
当
た
り
）

▼
高
校
生
以
上　
　
　
　
　
　
１
５
０
円

入
院
時
の
食
費
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
入
院
時
の
食
費
の

自
己
負
担
額
が
左
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま

す
。

▼自己負担額（平成30年４月～）

所得区分 食費
（１食）

一般および現役並み所得者 460 円

低所得者Ⅱ
90 日までの入院 210 円

90 日を越える入院
（過去１年の入院日数） 160 円

低所得者Ⅰ 100 円

７月の「税」の納期限
７月31日㈪

問税務課
　市民税係　　　☎ (25)7206
　固定資産税係　☎ (25)7207

　●国民健康保険税第１期
　●固定資産税第２期
口座振替を利用している人は、７月
25 日㈫に振替を行いますので、残高
の確認をお願いします。

▼
３
歳
以
上
中
学
生
以
下　
　
１
０
０
円

※
市
外
在
住
者
の
利
用
料
は
２
倍

問
七
城
温
泉
ド
ー
ム
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ

ー
ク　
☎（
26
）４
８
０
０

高
額
療
養
費
の
上
限
額
が

変
わ
り
ま
す

　
70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額
の

上
限
額
が
左
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

８
月
か
ら
平
成
30
年
７
月
ま
で
は
表
①
、

平
成
30
年
８
月
か
ら
は
表
②
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
制
度
と
は

　
１
カ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
多
い
と

き
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
70
歳
未
満
と
70
歳

以
上
で
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

所得区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

現役並み
所得者 57,600 円 80,100 円 +（総医療費－ 267,000 円）

×１％（※１４回目以降は44,400 円）

一般 14,000 円
（年間上限 144,000 円）

57,600 円
（※１４回目以降は44,400 円）

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

表① 70 歳以上の人の自己負担限度額（月額）８月～平成 30 年７月　

※�１過去12カ月以内に同一世帯で４回以上限度額を超えた場合、４回目以降の限度額。
※�所得区分「現役並み所得者」「一般」の個人単位の限度額を変更。「一般」に年間上限や 4 回目以

降の限度額を新設します。

所得区分 外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

課税所得
690 万以上 ─ 252,600 円+（総医療費－ 842,000 円）

×１％（※１４回目以降は140,100 円）
課税所得

380 万以上 ─ 167,400 円+（総医療費－ 558,000 円）
×１％（※１４回目以降は93,000 円）

課税所得
145 万以上 ─ 80,100 円 +（総医療費－ 267,000 円）

×１％（※１４回目以降は44,400 円）

一般 18,000 円
（年間上限 144,000 円）

57,600 円
（※１４回目以降は44,400 円）

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

表② 70 歳以上の人の自己負担限度額（月額）平成 30 年８月～　

※��所得区分「現役並み所得者」を新たに３つの区分に分類。個人単位はなくなり、世帯単
位の限度額を変更します。「一般」の限度額も変わります。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

国
民
健
康
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
国

民
健
康
保
険
は
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営

を
行
い
ま
す
。
都
道
府
県
が
国
保
運
営
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
安
定
的

な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
な

ど
、
制
度
の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
税
率
は
、
都

道
府
県
が
算
定
す
る
標
準
保
険
料
（
税
）

率
を
参
考
に
定
め
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

募
集

　
口
に
出
し
て
は
言
え
な
い
日
頃
の
感
謝

の
思
い
を
手
紙
に
込
め
て
…
…
。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！
」。
心
で
は
思

っ
て
い
て
も
な
か
な
か
言
え
な
い
言
葉
。

手
紙
を
と
お
し
て
自
分
の
一
番
大
切
な

人
、
一
番
の
理
解
者
、
自
分
を
愛
し
て
く

れ
る
人
に
思
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
限　
９
月
30
日
㈯
（
当
日
消
印
有

効
）

応
募
方
法
な
ど　
▼
応
募
資
格
は
問
い
ま

せ
ん
▼
応
募
は
封
書
１
通
に
つ
き
１
作
品

▼
手
紙
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
枚
以
内
。
絵
手
紙
は
、
は
が
き

サ
イ
ズ
内
▼
専
用
の
応
募
用
紙
は
商
工
観

光
課
、
菊
池
夢
美
術
館
、
各
物
産
館
に
設

置
し
て
い
る
ほ
か
（
募
集
期
間
中
の
み
）、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
▼
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、誰
に
宛
て
る
手
紙
か
（
夫
か
ら
妻
へ・

妻
か
ら
夫
へ
）
を
明
記
し
、
郵
送
か
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
応
募
作
品
は
未
発

第
13
回
夫
婦
の
手
紙
・
絵
手
紙

作
品
募
集

表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他　
▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▼
応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は
市
が
持

ち
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
ま
す
▼
表

彰
式
は
11
月
22
日
㈬
予
定
。
入
賞
者
へ
の

連
絡
を
も
っ
て
結
果
発
表
に
代
え
ま
す
▼

全
応
募
作
品
は
11
月
22
日
㈬
～
平
成
30
年

１
月
28
日
㈰
ま
で
菊
池
夢
美
術
館
に
展
示

予
定
で
す
。

賞
の
内
容

▼
夫
婦
の
手
紙
大
賞　
１
編

　
旅
行
券
（
10
万
円
相
当
）

▼
最
優
秀
賞　
２
編

　
菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

▼
優
秀
賞　
５
編

　
菊
池
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

▼
佳
作　
10
編

　

�

菊
池
市
内
共
通
商
品
券
（
２
千
円
分
）

問
●申
〒
８
６
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
記
載

不
要
）
菊
池
市
役
所
商
工
観
光
課
内
「
夫

婦
の
手
紙
・
絵
手
紙
」
作
品
募
集
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

小
学
生
水
泳
教
室
受
講
生
募
集

と　
き　
７
月
24
日
㈪
～
30
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分（
全
７
回
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

対
象
者　
25
メ
ー
ト
ル
泳
げ
な
い
市
内
小

学
生

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
７
月
14
日
㈮

内　
容　
顔
付
け
・
も
ぐ
る
・
息
継
ぎ
・

ク
ロ
ー
ル
な
ど

参
加
費　
２
千
円

指
導
者　
坂さ
か

田た

は
る
み
先
生

　
（
日
体
協
コ
ー
チ
健
康
体
操
指
導
士
）

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

●

申
泗
水
公
民
館　
☎   （
25
）２
０
２
８

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
中

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
受
講
生
募
集

と　
き　
７
月
31
日
㈪
～
８
月
30
日
㈬

　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分（
全
10
回
）

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

対
象
者　
市
内
在
住
か
勤
務
し
て
い
る
人

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
７
月
21
日
㈮

内　
容　
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ソ
フ
ト

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
軽
い
ス
イ
ミ
ン
グ

参
加
費　
千
円

指
導
者　
坂さ
か
田た

は
る
み
先
生

　
（
日
体
協
コ
ー
チ
健
康
体
操
指
導
士
）

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

●

申
泗
水
公
民
館　
☎   （
25
）２
０
２
８

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

　
２
０
１
９
年
に
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。
誰
で
も
応

募
可
能
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
７
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

問
●申
熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務

局　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
６
０

交
通
遺
児
育
英
会

奨
学
生
募
集

　
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
平
成
29
年
度

の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
保
護
者
が
道
路
上
の
交
通
事

故
で
死
亡
ま
た
は
、
重
い
後
遺
障
が
い
で

働
け
な
い
な
ど
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が

困
難
な
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・
学
生

募
集
期
限　
10
月
31
日
㈫

そ
の
他　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
公
益
財
団
法
人　
交
通
遺
児
育
英
会

　
☎
03（
３
５
５
６
）０
７
７
３

　
☎
０
１
２
０（
５
２
１
）２
８
６

介護予防ミニ講座
健康寿命を延ばして健康長寿に !

～ロコモティブシンドローム（運動器症候群）～
　日本は世界でもトップクラスの長寿国です。元気で生
き生きとした生活を楽しみ、長寿を全うできたら人生は
最高です!

ロコチェックをやってみましょう !

健康寿命とは ?

自立度の低下は要支援・要介護につながる
健康寿命の大敵です ! 日常生活の中で無
理なくできる運動習慣を身に付けましょう!
問高齢支援課地域包括支援係　☎ (25)7216

・片足立ちで靴下が履けない
・家の中でつまずいたり滑ったりする
・階段を上るのに手すりが必要である
・横断歩道を青信号で渡りきれない
・15分くらい続けて歩けない
・�２キロ程度（１リットルの牛乳パック２個程度）の買い

物をして持ち帰るのが困難である
・�家の中のやや重い仕事が困難である（掃除機の使用、

布団の上げ下ろしなど）

自立して健康に暮らせる期間のこと。
一つでも当てはまればロコモティブシンドロームの心配があります!
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

募
集
職
種
・
区
分
・
採
用
予
定
者
数

▼
大
卒
程
度

　
①
行
政　
　
　
　
　
　
　
　
３
人
程
度

　
②
建
築　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
③
土
木　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

▼
高
卒
程
度　

　
④
一
般
事
務　
　
　
　
　
　
２
人
程
度

▼
資
格
免
許
職

　
⑤
保
健
師　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
⑥
調
理
員　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

受
験
資
格

①�

②
③　

▼�

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
▼
平
成
８

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
次

に
該
当
す
る
人　
㋐
大
学
を
卒
業
し
た

人　
㋑
平
成
30
年
3
月
末
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
人　

④�

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⑤�

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い

る
人
。
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
末
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人

⑥�

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
調
理
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い

る
人
。
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
末
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人

受
付
期
間

　
７
月
24
日
㈪
～
８
月
10
日
㈭

※
㈯
㈰
を
除
く

試
験
日
・
会
場

菊
池
市
職
員
採
用
試
験

▼
一
次　
９
月
17
日
㈰

　
　
　
　
県
立
翔
陽
高
等
学
校（
大
津
町
）

▼
二
次　
11
月
上
旬
予
定

　
　
　
　
菊
池
市
役
所
（
本
庁
）

申
込
方
法　
申
込
書
は
総
務
課
職
員
係
と

各
支
所
市
民
生
活
課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
総
務
課
職
員
係　

　
☎（
25
）７
２
０
４

職
種
・
採
用
予
定
人
数

①
消
防　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
人
程
度

②
救
急
救
命
士　
　
　
　
　
　
２
人
程
度

試
験
内
容
（
第
一
次
試
験
）

　
筆
記
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

①�

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②�

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
救
急
救
命
士
法
（
平
成
３
年
法

律
）
に
よ
り
救
急
救
命
士
の
免
許
を
取

得
し
て
い
る
人

試
験
日
・
会
場

▼
第
一
次
試
験　
９
月
17
日
㈰

　
熊
本
県
立
翔
陽
高
等
学
校

▼
第
二
次
試
験　
11
月
上
旬
（
予
定
）

　
菊
池
市
お
よ
び
大
津
町
（
予
定
）

受
付
期
間　
７
月
24
日
㈪
～
８
月
10
日
㈭

※
㈯
㈰
除
く

申
込
方
法　
申
込
書
は
菊
池
広
域
連
合
消

防
本
部
と
各
消
防
署
に
用
意
し
て
い
ま

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

職
員
採
用
試
験

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

Ⓗhttp://w
w

w
.kikuchi-kr.jp/

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
０

し
す
い
孔
子
公
園
夏
ま
つ
り

１・５
尺
玉
サ
ポ
ー
タ
ー
募
金

　
し
す
い
孔
子
公
園
夏
ま
つ
り
の
花
火
大

会
継
続
の
た
め
「
１・
５
尺
玉
サ
ポ
ー
タ

ー
募
金
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
昨
年
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
約
３
万
人

の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
「
熊
本
で

最
大
級
１・
５
尺
玉
」
を
テ
ー
マ
に
８
月

14
日
㈪
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

花
火
大
会
の
目
玉
１・
５
尺
玉
は
、
上

空
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
直
径
４
０
０
メ
ー

ト
ル
に
広
が
る
巨
大
な
打
ち
上
げ
花
火

で
、
県
北
で
は
泗
水
地
区
の
み
打
ち
上
げ

可
能
な
と
て
も
貴
重
な
花
火
で
す
。
今
年

も
市
民
の
力
を
結
集
し
て
、
泗
水
の
夜
空

に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

問
●申
し
す
い
孔
子
公
園
夏
ま
つ
り
花
火
大

会
事
務
局（
菊
池
市
商
工
会
泗
水
支
部
内
）

　
☎（
38
）２
７
０
８

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表

自衛官候補生 18歳以上 27歳未満の人 年間を通じて 受付時にお知らせ 試験時にお知らせ

一般曹候補生 18歳以上 27歳未満の人 ７月１日㈯～
９月８日㈮

１次　９月 16 日㈯～ 18 日㈪
２次　10 月５日㈭～ 11 日㈬

１次　９月 29 日㈮
最終　11 月 10 日㈮

航空学生（海） 18 歳以上 23 歳未満の人（高卒者（見
込含）または高専３年次修了者（見込含））

７月１日㈯～
９月８日㈮

１次　９月 18 日㈪
２次　10 月 17 日㈫～ 22 日㈰
３次　11 月 18 日㈯～
　　　12 月 21 日㈭

１次　10 月 10 日㈫
２次　11 月 14 日㈫
最終　平成 30 年１月22 日㈪

航空学生（空） 18 歳以上 21 歳未満の人（高卒者（見
込含）または高専３年次修了者（見込含））

１次　10 月 10 日㈫
２次　11 月６日㈪
最終　平成 30 年１月22日㈪

平成29年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所　☎ (24)2772

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
。
無
料
で

受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）。
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、

雇
用
保
険
や
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受

け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　

①
合
志
市　
②
菊
池
市　
③
菊
陽
町

科　
目　

①�

機
械
加
工
技
術
科
、電
気
設
備
施
工
科
、

ビ
ル
設
備
施
工
科
、
生
産
管
理
サ
ポ
ー

ト
科
、
組
込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、
溶

接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、

ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

②
Ｐ
Ｃ
事
務
職
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科

③
は
じ
め
て
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

募
集
期
間　

①
７
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭

②
～
７
月
26
日
㈬

③
～
７
月
26
日
㈬

訓
練
期
間　

①�

９
月
５
日
㈫
～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

※
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス

科
、
制
御
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
は
平
成
30

年
３
月
29
日
㈭
ま
で

②
９
月
５
日
㈫
～
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

②
９
月
５
日
㈫
～
11
月
30
日
㈭

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

障
が
い
者
委
託
訓
練

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

科　目 受講できる障がい区分 定員 募集期間 訓練期間 会　場

パソコン基礎
取得科

身体（聴覚・下肢・内部）、精神、
発達、難病、高次脳機能 ６人 ７月 10 日㈪～

８月 31 日㈭
10 月３日㈫～
12 月 27 日㈬ ㈱総合プラント

パソコン実務科
（玉名校）

身体（聴覚・上肢・下肢・内
部）、精神、発達、難病 10 人 ７月 10 日㈪～

８月 31 日㈭
10 月３日㈫～
12 月 27 日㈬ ㈲ PC クリエイト

ビジネス技能資格
取得科

身体（上肢・下肢・内部）、精神、
発達、難病 ５人 ～８月 31 日㈭ 10 月２日㈪～

12 月 27 日㈬

特定非営利活動法人
アイ・ネットワーク
くまもと

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。

き
く
ち
楽
習
大
学　

菊
池
遺
産
を
巡
ろ
う

　

地
域
の
宝
物
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
「
菊
池
遺
産
」
を
巡

り
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。
泗
水
地
区
を
中
心
に
貸
切
バ
ス
で

巡
り
ま
す
。

と　
き　
８
月
19
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　
受
付　
午
前
８
時
40
分
～

　
出
発　
午
前
９
時
～

集
合
場
所　
菊
池
夢
美
術
館
前

コ
ー
ス　
高
架
水
槽
→
安
国
寺
→
い
ち
い

が
し
→
福
本
八
幡
宮
（
一
部
抜
粋
）

参
加
費　
千
円
（
バ
ス
代
、
昼
食
代
、
保

険
料
含
む
）
※
実
施
日
前
日
以
降
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
５
０
０
円
。

定　
員　
25
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
市
長
公
室
広
報
交
流
係
に
あ

る
申
込
書
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
最
終
旅
程
表
の
書
面

交
付
に
よ
り
申
し
込
み
成
立
と
な
り
ま

す
。

そ
の
他　
添
乗
員
は
同
行
し
ま
せ
ん
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
各
施
設
を
案
内

し
ま
す
。

申
込
期
限　
８
月
10
日
㈭

実
施
企
画　
㈱
九
州
セ
ブ
ン
観
光
バ
ス

▼�

熊
本
県
知
事
登
録
旅
行
業
第
２
‐

１
７
１
号

▼
菊
池
市
七
城
町
砂
田
１
４
９
７
‐
１

問
●申
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局
（
市

長
公
室
広
報
交
流
係
内
）

　
☎（
25
）７
２
５
２　

　
Ⓕ（
25
）２
３
２
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
今
、
企
業
な
ど
か
ら
の
作
業
依
頼
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
や
り
が
い
・
生
き
が
い

が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
会
員
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん

か
。
本
年
度
中
に
満
60
歳
以
上
に
な
る
人

が
対
象
で
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

と　
き　
７
月
13
日
㈭
、
27
日
㈭　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
菊
池
市
片
角
２
９
８
‐
４
）

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
、印
か
ん（
認

め
可
）、
本
人
名
義
通
帳
、
会
費
千
円

問
●申
（
公
社
）
菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　
☎（
25
）３
６
３
３

試
験
の
種
類　
甲
種
全
類　
乙
種
全
類

試
験
日　
９
月
３
日
㈰
・
10
日
㈰

受
付
期
間　

▼
書
面
申
請　
７
月
20
日
㈭
～
27
日
㈭

▼
電
子
申
請　
７
月
17
日
㈪
～
24
日
㈪

願
書
配
置
場
所　
受
験
願
書
・
試
験
案
内

な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

消
防
整
備
士
試
験

県
支
部
、
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務

局
消
防
保
安
課
、
熊
本
市
消
防
局
・
県
下

消
防
本
部
に
配
置
し
ま
す
。

問
●申（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

相
談

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
７
月
26
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
７
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

　
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
を
受
け

ま
す
。
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で

の
パ
ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当

な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
相
談
を

受
け
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

講
演
・
講
習

Ｉ
Ｈ
料
理
教
室
・
趣
味
講
座

　

九
州
電
力
の
ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
、
Ｉ
Ｈ
料
理
教
室
や
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の

趣
味
講
座
を
通
し
て
電
気
の
上
手
な
活
用

法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
九
州
電
力
営
業
所
の
ほ
か
、
公
民
館
や

集
会
所
な
ど
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆

　

菊
池
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
で

は
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
を
対
象
に

手
帳
申
請
や
就
労
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

と　
き　
７
月
19
日
㈬

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
た

め
の
相
談
会

と　
き　
７
月
29
日
㈯　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
　
　
　
（
山
鹿
市
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

内　
容　
学
校
説
明
、卒
業
生
・
在
校
生

と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、看
護
体
験
コ
ー
ナ
ー

申
込
期
限　
７
月
26
日
㈬

問
●申
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
☎（
44
）６
０
９
８

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

と　
き　
７
月
23
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
少
年
自
然
の
家
、
川
遊
び

場内　
容　
川
遊
び
、
沢
登
り
、
ニ
ジ
マ
ス

つ
か
み
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
な
ど

対　
象　
小
・
中
学
生
50
人

参
加
費　
千
円

申
込
期
間　
７
月
１
日
㈯
～
８
日
㈯

夏
だ
！　
川
だ
！

サ
ン
サ
ン
サ
マ
ー

イ
ベ
ン
ト

菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場
番
外
編

震
災
ダ
イ
ア
ロ
グ
２
ｎ
ｄ

　
今
回
は
、
消
防
士
の
徳と

く

永な
が

伸し
ん

介す
け

さ
ん
を

お
呼
び
し
て
、
災
害
対
策
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ

ス
ロ
ー
ド
」
を
通
し
て
、
災
害
対
応
訓
練

や
参
加
者
同
士
の
対
話
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
1
年
間
の
震
災
復
興
へ
の

取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
を
考
え
ま
す
。
申
し
込
み
・
参

加
費
は
不
要
で
す
。

と　
き　
７
月
22
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
７
月
25
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

※�

相
談
は
無
料
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
相
談
は
無
料
。事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
７
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
、
８
月

２
日
㈬
、
９
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
、
10
月

４
日
㈬
・
18
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
２
階

対
象
者　
15
歳
～
39
歳
と
そ
の
家
族

内　
容　
▼
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
仕
事
や
就
職
に
関
す
る
個
別
相
談
）
▼

応
募
書
類
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方
、

職
場
で
の
人
間
関
係
構
築
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
▼
就
職
に
関
す
る
多
様
な
セ
ミ
ナ
ー

▼
お
子
さ
ん
の
就
職
相
談
な
ど

問
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
９
６
８（
74
）０
０
０
７

Ⓗhttp://tam
anasapo.jpn.org/

Ⓜtam
anasapo@

yahoo.co.jp

若
者
就
職
相
談
会

第
１
回
菊
池
市
も
の
づ
く
り

販
売
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

　
農
業
者
、
加
工
事
業
者
、
販
売
事
業
所

の
人
を
対
象
に
年
数
回
、
販
路
拡
大
や
輸

出
、
加
工
品
開
発
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
招
い
て
講
演
し
ま

す
。
参
加
費
無
料
で
す
。

と　
き　
７
月
27
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
七
城
公
民
館
講
堂

演　
題　
「
小
さ
く
て
強
い
農
業
で
生
き

残
る
」

講　
師　
久ひ
さ
松ま
つ
達た
つ
央お

さ
ん
（
㈱
久
松
農
園

代
表
取
締
役
。
年
間
50
品
目
以
上
の
旬
の

有
機
野
菜
を
露
地
栽
培
し
、
契
約
消
費
者

と
都
内
の
飲
食
店
に
販
売
。
自
治
体
や
企

業
と
連
携
し
、
補
助
金
に
頼
ら
な
い
で
生

き
残
れ
る
小
規
模
独
立
型
の
農
業
者
の
育

成
に
も
力
を
入
れ
る
）

問
●申
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６

さ
ん
お
集
ま
り
の
際
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

と　
き　
㈪
～
㈮
※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

費　
用　
無
料　
　

�

問
九
州
電
力
㈱
大
津
営
業
所
ホ
ー
ム
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家　

　
☎（
27
）０
０
６
６

第
30
回
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭

と　
き　
８
月
６
日
㈰　

　
開
場　
午
前
11
時
30
分
～

　
開
演　
正
午
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

夏
井
い
つ
き　
句
会
ラ
イ
ブ

と　
き　
10
月
１
日
㈰　

　
開
場　
午
後
１
時
30
分
～

　
開
演　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
指
定
）

▼
一
般　
２
千
円
（
当
日
２
５
０
０
円
） 

▼
高
校
生
以
下　
千
円
（
当
日
１
５
０
０

円
）

入
場
券
販
売
所　
菊
池
市
文
化
会
館
、
キ

ャ
ニ
オ
ン
、
夢
空
間
、
マ
ル
シ
ョ
ク
泗
水

内
フ
ォ
ト
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、
チ
ケ
ッ
ト

竜
門
ダ
ム
フ
ェ
ス
タ
・
感
謝
祭

と　
き　
７
月
23
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
竜
門
ダ
ム
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場

内　
容　
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
プ
ー
ル
、
ヤ
マ

メ
の
つ
か
み
取
り
、
ダ
ム
の
お
な
か
探
検
、

特
産
品
販
売
な
ど

そ
の
他　
会
場
付
近
に
駐
車
場
も
あ
り
ま

す
が
、
菊
池
市
民
広
場
駐
車
場
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
が
出
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

ぴ
あ
（
Ｐ
コ
ー
ド
４
５
９
‐
０
４
４
）

※
７
月
12
日
㈬
一
斉
発
売

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

と　
き　
７
月
18
日
㈫　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
２
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
２
階
相
談
室

問
菊
池
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
事
務

局　
黒く

ろ

田だ　
☎（
24
）５
７
３
２

県
立
農
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
「
緑
の
学
園
」
参
加
者
募
集

と　
き　

▼
１
回
目　
７
月
28
日
㈮

▼
２
回
目　
８
月
18
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
（
合
志

市
栄
３
８
０
５
番
地
）

申
込
期
限　

▼
１
回
目　
７
月
７
日
㈮

▼
２
回
目　
７
月
28
日
㈮

申
込
方
法　
在
籍
高
校
な
ど
を
通
じ
て
事

前
に
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
農
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

定　
員　
各
回
80
人

問
●申
熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

　
☎
０
９
６（
２
４
８
）１
１
８

マチイロとは
　いつでもどこでも広報紙を読むことができるように
なるスマートフォン用無料アプリです。毎月広報紙が発
行されるとお知らせが届きます。他の自治体の広報紙
も読むことができます。詳しくはマチイロのホームペー
ジをご覧ください。
Ⓗ http://machiiro.town/

↑マチイロ
 ホームページ 
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市 民 の 広 場

やながわ夏まつり

　やながわ夏まつりを開催します。夜店やバルーンアート
などの楽しいイベント、お楽しみ抽選会の他、菊池のあの
おしゃべりゆるキャラも登場するかも！？皆さんのご来場
をお待ちしています。
と　き　７月 29 日㈯　午後６時～
　　　　子ども向けイベント　午後５時～
ところ　九州柳河精機㈱内グラウンド
　　　　旭志川辺1106‐1
問九州柳河精機㈱　九

きゅう

柳
りゅう

会
か い

　北
き た

川
が わ

　☎ 0968（37）3151

正観寺地蔵祭り

　正観寺では毎年恒例の地蔵祭りを開催します。地区の子
どもたちが祭りの準備や箱庭づくりを行い、参拝者を出迎
えます。毎年多くの皆さんに参拝していただき、子どもた
ちも楽しい思い出をつくっています。皆さんの参拝をお待
ちしています。
と　き　　７月 22 日㈯　午後５時30分～８時
　　　　　※雨天中止・小雨決行
ところ　　正観寺地蔵堂
内　容　　輪投げ、くじ、ラムネ、フリーマーケットなど
問冨

と み

田
た

　☎ 090（2714）8743

　オストメイト（人口肛門、人造膀胱の造設者）の皆さん
とその家族、関心のある人を対象にスマートケアについて
の医療相談会を実施します。申し込み不要です。気軽にご
参加ください。
と　き　７月 22 日㈯　午後１時 30 分～
ところ　山鹿市民医療センター
参加費　無料
問日本オストミー協会熊本県支部　広

ひ ろ

瀬
せ

　☎ 090（3665）6772

医療相談会
菊池・山鹿地区移動例会

と　き　８月 20 日㈰　
ところ　菊池カントリークラブ
料　金　ビジター 11,000 円、メンバー 7,500 円
※参加費・チャリティ費込み、食事付き。
定　員　220 人（先着順）
主　催　菊池市ゴルフ協会
　競技終了後、午後６時から菊池市民広場で
お楽しみ抽選会と表彰式を行います。
問菊池カントリークラブ
☎ 0968(27)1121

第３回菊池市民チャリティゴルフ
夏季大会参加者募集

第９期テニス教室
参加者募集

　初・中級者のテニス教室を行います。テニスを始めたい
人や上達したい人など、小学４年生から参加できます。
と　き　８月１日㈫～ 10 月３日㈫　
　　　　毎週㈫午後７時～９時（全 10 回）
ところ　七城屋内スポーツセンター・オムニコート
指導者　テニスクラブコーチ＆市テニス協会役員
参加費　１人 4,000 円（高校生以下 3,000 円）
申込期限　７月 28 日㈮
問●申菊池市テニス協会事務局  竹

た け

森
も り

　
　☎ 090（3017）2989

　５月に実施した「養生園つなごうフットパス・円通寺編」
に続いて「ハッピーフットパス、弁天山公園」を開催します。
と　き　７月 25 日㈫　※雨天時は 7 月 27 日㈭　
　　　　受付：午前９時 30 分～　開始：午前 10 時～　
ところ　弁天山駐車場集合
参加費　600円（弁当付き、保険各自）
定　員　30人（先着順）
問●申ハッピーフットパス　山

や ま

田
だ

　　
　☎ 090（1515）8035　Ⓜ happy.footpath@gmail.com
　ブログ https://happyfootpath.blogspot.jp/

みんなと歩こう！ハッピーフットパス
「弁天山公園」すずしい森歩き

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。
多数の人のお申し込みを待っています。
と　き　７月 23 日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（市民広場近く）
参加費　男性 3,000円　女性 2,000円
※�参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催できない

場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問●申中

な か

尾
お

　☎ 080（5203）1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、
教育、文化、スポーツ、観光、イベント情報なども
配信しています。ぜひご登録ください。

携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規作成」など
を選択。
�「 メール 作 成 」画 面 を 開 い た ら、宛 先（ TO）に 直 接 

「 kam@123123.tv」と入力し、空メールを送信。
�10 分程度で「菊池安心メールのご登録」というメール
が届きますので、メールを開き、文章の下段にある URL（ア
ドレス）を選択してください。
�「会員登録」画面を開いたら、各自当てはまる項目にチェッ
クして「登録」を選択します。

■ 登録手順
❶

❷

❸

❹

■ �メールが届かなくなった人
　 送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットか
らのメール拒否が考えられます。「ドメ
イン指定受信設定」で確認してください。
ドメイン指定受信設定方法はホームペー
ジに掲載していますのでご覧ください。

問市長公室　☎ 0968(25)7200 登録用２次元コード↑

安心安全メールをご利用ください！
情報充実♪

RKK 放送局と協力し、テレビ（データ放送）
を使った住民情報発信サービスを行っていま
す。お知らせや子育てなどの行政情報や、緊
急時の防災に関する情報も発信しています。

RKKテレビを
視聴します

［デタポン］を選び、
リモコンの［決定」
を押します

リモコンの
dボタンを押します

パソコンやワンセグでも
閲覧可能

　地域を選択する必要があ
ります。また、ワンセグで閲
覧する場合には、パケット料
金が発生します。
問市長公室広報交流係
　☎ 0968(25)7252

　「モモモリメイ」や「演歌歌手 堀
ほ り

内
う ち

春
は る

菜
な

」などのミュー
ジックステージに加え、お楽しみ抽選会やイベントが多数
あります。入場無料。皆さんのお越しをお待ちしています。
と　き　７月 22 日㈯　午後４時 50 分～　
ところ　七城町鴨川公園　※雨天時は七城体育館
出演者　モモモリメイ、堀内春菜、コールヴィーナス、菊
池少年少女合唱団、メリーホッパー
ズ、北

き た

村
む ら

祥
しょう

平
へ い

（サックス演奏）、七城
天守太鼓など　
問菊池市商工会　☎ 0968（25）1131

746（ななしろ）
ミュージックフェスタ 2017．

がんばりよるよ！菊池

 ７月１日（土）～
９月30日（土）まで

８店舗のスタンプが貯まったら応募用紙に必要事項
を記入し、加盟店へご提示ください。抽選で 10 名
様にきくちあいすギフトをプレゼントします！

きくちあいすキャンペーンの遊び方

加盟店のアイスをお買い上げごとに、スタンプを1つ
押します。スタンプを集めてパンフレットを完成させ
ましょう ! パンフレットは各店舗に置いてあります。

問 きくちあいす倶楽部事務局
　 ☎ 0968(37)4556（ついんスター内）

アイスクリーム専門店 ついんスター ☎0968(37)4556
洋菓子工房 森と山 ☎0968(25)4234
きくち観光物産館 ☎0968(25)5477
渡辺商店 ☎0968(25)2306
砦農園メロンドーム店 ☎0968(25)5548
七城温泉ドーム ☎0968(26)4800
道の駅泗水 養生市場 ☎0968(38)6100 
くまさんの焼きグリ ☎096(233)3050

※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただ
　きます。（10月下旬発送予定）

スタンプラリー対象店舗
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お
客
さ
ま
企
業
と
共
に
考
え
、

ご
満
足
を
実
現
し
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
印
刷
㈱　
熊
本
工
場

◆
所
在
地　
七
城
町
蘇
崎
１
２
４
１
‐
６

◆
従
業
員　
46
人

◆
設　
立　
平
成
11
年
４
月

☎
０
９
６
８（
26
）３
９
０
０

Ⓗhttp://w
w

w
.nttprint.com

/

◆
主
な
製
品　
皆
さ
ま
に
お
な

じ
み
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
発
行

す
る
、
職
業
別
電
話
帳
「
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
」
を
始
め
と
し
た
印

刷
物
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
大
型
輪
転
印
刷
機
や
枚
葉
印
刷

機
を
使
用
し
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
や
求
人
情
報
誌

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
当
社
は
、
グ
リ
ー
ン
プ

リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定
工
場
（
県
下
２
社
の
み
）
で
、

森
林
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
印
刷
物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

半
導
体
検
査
工
程
を
支
え
る

プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
ド
の
世
界
Ｎ
Ｏ
１
メ
ー
カ
ー
へ

日
本
電
子
材
料
㈱　
熊
本
事
業
所

◆
所
在
地　
七
城
町
蘇
崎
１
３
９
６
‐
５

◆
従
業
員　
３
６
０
人

◆
設　
立　
昭
和
60
年
11
月（
熊
本
事
業
所
設
立
）

☎
０
９
６
８（
26
）４
１
０
１

Ⓗhttp://w
w

w
.jem

-net.co.jp/

◆
主
な
製
品　
半
導
体
検
査
機

器
（
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
ド
）
の
設

計
・
製
造
を
行
い
、
国
内
外
の

半
導
体
メ
ー
カ
ー
に
出
荷
し
て

い
ま
す
。 

◆
業
務
内
容　
熊
本
事
業
所
で
は
、
作
業
者
が

顕
微
鏡
や
製
造
装
置
等
を
使
い
、
数
種
類
の
プ

ロ
ー
ブ
カ
ー
ド
を
一
貫
生
産
し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
当
社
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

半
導
体
メ
ー
カ
ー
と
常
に
密
着
し
て
、
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
最
先
端
の
製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
61
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：大
おお

澤
さわ

茂
しげ

巳
み

さん

⑳

会社外観

製品写真

会社外観

代表：前
まえ

島
じま

信
のぶ

博
ひろ

さん製品写真

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.36

　今年も本校自慢の米作りが始まりました。栽培
委員会が苗床作りを行い、１年生全員でヒノヒカ
リ６キロ、クレナイ３キロの種もみを 110 枚の育
苗ポットにまきました。
　種まきをした生徒は「苗も順調に育っていてう
れしい。６月の田植えが楽しみです」と笑顔で話
しました。

七城中学校

　体育館で LINE 安心安全教室を開きました。講師
に LINE オフィシャルインストラクターの山

やま

本
もと

香
か

織
おり

さんを招き、東日本大震災をきっかけに LINE が作
られたことやネット上でのコミュケーションの留
意点、写真投稿時の個人情報流出や問題点などに
ついて学びました。ネットや SNS の利用方法につ
いてあらためて見つめ直すことができました。

旭志中学校
ＩＮＥ安心安全教室Ｌ６月２日

水稲用の育苗ポットに種まき種まきしてから 10 日

一つ一つ丁寧に

　菊池北中学校運動場で菊池北小と菊池北中合同
の運動・体育大会を開催しました。今回、小中連
携教育の一環で初めて実施したもので、全校児童・
生徒約 450 人が参加しました。参加した児童生徒
たちは「みんなで踊ったり玉入れをしたり楽しかっ
た」「運動・体育大会を通してチームワークの大切
さを学んだ」と話しました。

同運動体育大会合
菊池北小学校５月21 日

作り体験米５月25 日

４月12 日

エプロンの着方を優しく指導 芋の苗の植え方も教えます

割り班活動縦
花房小学校

泗水小学校
害に備えて災４月14 日

　熊本地震から１年の節目の日に、全校児童が参
加して防災集会を開催しました。集会では命の大
切さについて考え、地震への備えや避難方法など
を学びました。参加した児童は「地震はもう起こっ
てほしくないけど、いつ起きても大丈夫なように
しっかりと準備したい」と話しました。

防災集会

選手宣誓する児童生徒たち 元気いっぱい入場行進

山本さんの講話

　花房小では縦割り班活動を推進しています。こ
の活動は「豊かな心を育む『なかよく』プロジェ
クト｣ の一環で、主に給食や掃除、スポーツなど
の時間を利用して取り組んでいます。給食の時間
には、６年生が１年生にエプロンの着方や配膳の
仕方、片付け方などを優しく教えてくれています。

　

廃
校
の
龍
門
小
学
校
を
拠
点
に
、
集
落
文
化
の

創
造
に
取
り
組
む
冨
田
さ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
や
フ
リ
ス
ビ
ー
、
カ
ヌ
ー
、
竹
を
使
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
つ

つ
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。「
竜
門
ダ
ム
を
中

心
に
い
ろ
ん
な
仕
掛
け
を
企
画
中
で
す
。
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
、
釣
り
、
キ
ャ

ン
プ
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
製
作
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の

総
合
商
社
を
目
指
し
た
い
。
遊
び
の
中
か
ら
楽
し

さ
や
学
び
が
生
み
出
せ
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　
温
泉
旅
行
、
登
山
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
音
楽
鑑
賞
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
収
集
と
多
趣
味
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

経
験
を
生
か
し
、
イ
ベ

ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
や
フ

ラ
イ
ヤ
ー
も
制
作
し
て

い
ま
す
。「
全
て
は
生
き

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」。

菊
池
の
た
め
に
動
き
ま

わ
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

vol.７

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

市
長
公
室
広
報
交
流
係

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

四季の里旭志で開催されたアウ
トドアフェスで竹笛作りを実演

集
落
文
化
創
造
プ
ラ
ン
ナ
ー

冨と
み

田た 
満み

つ
る

さ
ん

遊
び
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

集
落
文
化
の
充
実
を

◀�

お
気
に
入
り
の
登
山

ス
タ
イ
ル
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1_ 校庭にはさまざまなグルメショップが並びました　2_ にぎ
わう体育館　3.5_ ミニ四駆のスピードに大興奮　4_ かわいい
芸術作品がいっぱいできました　6.8_ 首飾りやキーホルダーな
どのワークショップも開催　7_ 投げ輪にも挑戦　9.10_ 壁をよ
じ登るスポーツ「ボルダリング」。上手に上まで登っていました

1

2

5 3

4

6

7

8

10

9

山下会長㊧から菊之池小学校末
すえ

永
なが

知
ち

恵
え

美
み

校
長㊨に図書カードが贈られました

小学校へ図書カードを寄贈
　市内の道の駅や温泉施設などの５施設６団体で構成
する菊池市第３セクター連絡協議会（山

や ま

下
し た

和
か ず

貴
た か

会長）
から、市内の小学校へ 243 枚 121,500 円分の図書
カードが贈られました。これは第３セクター施設が集
めたレシート総額の 0.1％を還元する「本を贈ろう運
動」によるもの
で、今年で８回
目。山下会長は

「今後も活動を続
け、子どもたち
の健全育成に貢
献したい」と述
べました。

５月10 日　菊池市第３セクター連絡協議会

女性酪農家の講演

菊池農高で女性酪農家が出張授業
　菊池農業高校で第６回全農「酪農の夢」出張授業が
開かれ、畜産科学科の全学年の生徒 119 人が参加し
ました。この取り組みは全国農業協同組合連合会（JA
全農）酪農部と日本コカ・コーラ㈱の共催で、酪農業
の次世代育成を目的に全国各地で行われています。
　授業では、現
役の女性酪農家
が酪農の魅力や、
やりがいについ
て講演したほか、
日本酪農の現状
について学びま
した。

５月 11 日　第６回全農「酪農の夢」出張授業

左から江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、大神社長、永
なが

田
た

文
ふみ

子
こ

副
社長

㈱KIYORAきくちがリコーダーを贈呈
　㈱ KIYORAきくちから市内の小学校にリコーダー
が贈られ、市役所で贈呈式がありました。音楽家の松

ま つ

本
も と

俊
と し

明
あ き

さんが手掛けた絵本「見えない羽根」のイラス
トを商品のパッケージにあしらい、売り上げに応じて
リコーダーを贈る仕組みで、今回は 429 本が贈られ
ました。大

お お

神
が み

志
し

保
ほ

子
こ

社長は「音
楽を通して子ど
もたちに笑顔を
届けたい。児童
と松本さんの合
奏も実現したい」
と話しました。

４月 25 日　リコーダー贈呈式

銅像を制作した中村さん（左から３番目）

彫刻家の中村晋也さんが菊池を訪問
　平成４年に市民広場の菊池武光公騎馬像を制作した
彫刻家の中

な か

村
む ら

晋
し ん

也
や

さんが、地震後の銅像を確認するた
め本市を訪れました。中村さんは平成 19 年に文化勲
章を受章。鹿児島を拠点に 91 歳の現在も精力的に制
作活動を続けており、崇城大学の名誉学長も務めて
います。中村さ
んは「市民が菊
池一族を尊敬し
ているからこそ、
長い時間が経っ
ても銅像は光を
放 っ て い ま す 」
と話しました。

５月８日　菊池武光公騎馬像

弾き語りを披露する松村さん

松村よしひろチャリティーコンサート
　泗水町出身のシンガーソングライター松

ま つ

村
む ら

よしひろ
さんのチャリティーコンサートがわいふ一番館であ
り、約 50 人の市民が生歌を楽しみました。同館では
松村さんの父、洋

よ う

一
い ち

さんが写真展を開催中で「菊池の
ために何かしたい」と息子から相談を受けて企画を発
案。洋一さんは

「たくさんの人に
来てもらいうれ
しい。少しでも
復興の役に立て
れ ば 」 と 語 り、
募金を募ってい
ました。

４月 30 日　わいふ一番館

恒例のホタルセレナーデ総踊りでフィナー
レを飾りました

ホタルとグルメとステージを満喫
　2017 きくちホタルフェスタ in 旭志が、道の駅旭
志ふれあいセンターで開催されました。昨年は熊本地
震の影響で中止となったため開催は２年ぶり。旭志小
児童の合唱やダンスなどのステージイベントのほか、
旭志牛を使った料理やご当地アイスなど地元のグル
メが並びました。
豪華景品が当た
る抽選会には地
元のゆるキャラ

「きくちくん」が
登場。大勢の来
場者でにぎわい
ました。

５月 13 日　2017 きくちホタルフェスタ in 旭志

　「きくちグルメとこどもの日　元気ばい菊池！ in は
くすい小学校」が５月５日、旧迫水小学校で開催され、
旧校舎はたくさんの笑い声に包まれました。
　昨年のこどもの日、熊本地震の影響で遊べなかった
子どもたちに楽しんでもらおうと、菊池市災害支援
ネットワークが主催。くまモンスライダーやスポーツ
チャンバラ、木工遊び、ミニ四駆、ボルダリング、ふ
れあい動物園、マルシェのコーナーが用意され、大勢
の親子連れでにぎわいました。
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市や県、福祉関係者などが多数参加しまし
た

認知症不明者をアプリで捜索
　認知症高齢者などの行方不明者全国捜索協力ネット
ワーク（オレンジセーフティネット）の構築を目指す
全国キャラバン・メイト連絡協議会が、本市と山鹿市
でスマートフォンのアプリを活用したオレンジセーフ
ティネットのプレトライアル（モデル試行）を実施し
ました。実際に
アプリを使用し、
行方不明者の捜
索 訓 練 を 実 施。
その後アプリの
有効性などにつ
いて意見交換を
行いました。

５月29 日　オレンジセーフティネットプレトライアル

落成式で和太鼓を披露する園児たち

新園舎の完成をみんなで祝いました
　泗水東保育園（島

し ま

村
む ら

正
ま さ

明
あ き

園長）の新園舎落成式があ
り、地域住民や関係者など約 100 人が参加しました。
式では工事関係者に感謝状が贈られたほか、落成記念
樹の紹介やひまわり組園児による和太鼓披露などを行
い新園舎完成を祝いました。同保育園は、昭和 37 年
に泗水東小学校
区の住民によっ
て設立された地
域立の保育園で、
旧園舎は昭和 49
年に竣工。43 年
ぶりに建て替え
られました。

６月３日　社会福祉法人泗水東保育園

田島武道館の皆さんと江頭市長

全国・九州大会でも優勝目指します
　第 35 回熊本県少年・少女空手道練成大会兼第 17
回全日本少年・少女空手道選手権大会予選で優秀な成
績を収め、全国大会や九州大会への出場を決めた田島
武道館（中

な か

島
し ま

晋
し ん

介
す け

監督）の選手が市役所を訪問しまし
た。出場選手は次のとおりです。（敬称略）
　宮

み や

本
も と

晨
じ ん

（泗水
小５年）、中

な か

村
む ら

緋
ひ

彩
い ろ

（泗水小５年）、
岩
い わ

下
し た

元
げ ん

大
た

（泗水
西小４年）、泉

いずみ

田
だ

憧
と う

哉
や

（泗水西小
３年）、澤

さ わ

田
だ

匠
しょう

平
へ い

（泗水西小３年）

５月 29 日　田島武道館

㊧青木さん、㊨森さん

青木征輔さんと森保士さんに感謝状贈呈
　長年、行政相談委員を務めた青

あ お

木
き

征
せ い

輔
す け

さん（上高江）
と森

も り

保
や す

士
し

さん（津留）に総務大臣から感謝状が贈られ、
総務省熊本行政評価事務所長から感謝状が伝達されま
した。
　青木さんと森さんは、平成 17 年から 12 年間、行
政相談委員とし
て国や県、市な
どに対する苦情
や要望の解決に
尽力。住民と行
政とのパイプ役
として地域に貢
献しました。

５月 25 日　行政相談委員

救護施設菊池園が落成式
　救護施設菊池園が建て替えられ、落成式が行われま
した。菊池園は昭和 47 年に創立。老朽化により、約
３年前から建て替えの準備を進めていました。熊本地
震の経験から、福祉の避難所として使用できる交流所
を設置。地域の人も自由に使えるようになっています。
川
か わ

口
ぐ ち

陸
む

奥
つ

男
お

理事
長は「防災機能
を強化し、入所
者の居住性も向
上した。園と地
域のつながりが
深まれば」と期
待を寄せました。

５月30 日　社会福祉法人紫翠会 救護施設菊池園

新築された救護施設「菊池園」

佐藤千 さんが活動を報告
　JICA のシニア海外ボランティアとして南アフリカ
共和国に派遣された佐

さ

藤
と う

千
ち ひろ

さん（藤田）が、２年の
任期を終え帰国しました。佐藤さんは 65 歳で着任。
長年培った経験やスキルを生かし、現地の職業訓練校
では建築に係る製図や実習を指導しました。
　佐藤さんは「考
え る よ り 行 動、
自分から出て行
き、やってみる
ことが大切。そ
うすれば必ず得
る も の が あ る 」
と語りました。

５月 26 日　独立行政法人国際協力機構 (JICA)

左から江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、佐藤さん

受章した東さん

東眞哉さんが旭日双光章を受章
　元菊池市議会議員の東

ひがし

眞
し ん

哉
や

さん（北原）が旭日双光
章を受章し、報告のため市役所を訪れました。東さん
は菊池市議会議員を４期 15 年 10 カ月務め、建設常
任委員会委員長や経済常任委員会委員長などを歴任。
市政の発展と市民福祉の向上に大きく貢献しました。
東さんは「皆さ
ん の お か げ で、
すばらしい勲章
を い た だ い た。
今後も健康に注
意し、地域のた
めに頑張りたい」
と語りました。

５月19 日　春の叙勲

生育状況を確認する生産者たち

唐辛子の契約栽培にチャレンジ
　きくち観光物産館では、小規模で軽作業の唐辛子の
契約栽培を実施しています。収穫物は物産館で取りま
とめ、自然食品会社に全量販売しています。定期的に
生産者と現地検討会を開催しており、今回は生育状況
の確認や梅雨対策などについて協議しました。
　この取り組み
は収益面だけで
はなく、退職後
の気軽な就農や
高齢者の生きが
い支援としての
役割も果たして
います。

５月 19 日　きくち観光物産館

危険箇所などを地図に書き込む参加者

災害に備えて
　出分区公民館で災害図上演習（DIG）を実施。区民
や関係者など 15 人が参加しました。演習では始めに
防災士から防災マップ作りについて説明があり、その
後上組と下組の２班に分かれ区内を歩いて調査。危険
箇所や消火栓、地震時の避難場所などを調べて回り
ました。参加し
た区民は「歩い
て調べてみると、
ブロック塀など
危険なところが
意外と多いこと
に気づいた」と
振り返りました。

５月 14 日　出分区災害図上演習

受章した森田さん

森田精一さんが旭日双光章を受章
　元菊池市議会議員の森

も り

田
た

精
せ い

一
い ち

さん（遊蛇口）が旭日
双光章を受章し、報告のため市役所を訪れました。森
田さんは菊池市議会議員を６期 21 年２カ月務め、議
長や総務常任委員会委員長などを歴任。市政の発展と
市民福祉の向上に大きく貢献しました。森田さんは「周
りの支援と協力
のおかげで受章
できた。今後も
地域振興のため、
自分のできるこ
とを協力してい
きたい」と抱負
を述べました。

５月19 日　春の叙勲

大好評！！スイートコーン収穫体験会
　新品種のスイートコーン「ドルチェドリーム」の収
穫体験会を開催しました。体験会には市内外から約
80 人が参加。収穫体験のほか、多品種との食べ比べ
や○×ゲームなどを楽しみました。ドルチェドリーム
は、全国でも栽培が少なく糖度が 20 度を超えること
もあります。同
物産館では、１
カ月に２万本を
取り扱う人気商
品になっており、
新たな観光資源
として期待され
ています。

５月14日・20日・21日　きくち観光物産館

収穫体験に参加した子どもたち

情熱の音楽に酔いしれました
　アコースティックギターとバイオリンのデュオ、
ジュスカ・グランペールのコンサートが隈府の飲食
店であり、約 50 人がプロの演奏に酔いしれました。
CM ソングなども手掛ける演奏家で、聞き慣れたメロ
ディーが流れると観客も大興奮。熊本のクラシックユ
ニット、アンサ
ンブルルーエと
共に、テンポの
速い曲やスロー
な曲を卓越した
演 奏 で 披 露 し、
観客を魅了しま
した。

５月22 日　ジュスカグランペール一夜の情熱祭

アンコールでアンサンブルルーエとコラボ
するジュスカ・グランペールの二人
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7月23日
㈰

ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・内） 合志市 096（348）6305

山縣医院（内） 大津町 096（293）4430

菊池中央病院（内・脳） 菊池市 0968（25）3141

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

山口歯科医院 菊陽町 096（232）4456

７月30日
㈰

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 096（232）5151

平瀬内科医院（内） 合志市 096（248）5227

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

岩上眼科（眼） 大津町 096（293）2053

Y’s 歯科 大津町 096（294）8118

８月６日
㈰

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

かたやま内科・漢方クリニック
（内・漢内・糖） 合志市 096（273）6960

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

緒方歯科医院 菊陽町 096（232）4315

８月11日
㈮㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

平山内科クリニック
（内・呼内・ア・小・緩内） 合志市 096（273）6104

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

7月2日
㈰

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

岩倉整形外科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101

ひろ歯科クリニック 菊陽町 096（285）3456

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

7月9日
㈰

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

成松内科医院（内） 合志市 096（345）5151

樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

つつみ歯科医院 菊池市 0968（41）3434

きくちハート薬局 菊池市 0968（23）6100

7月16日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

牧診療所（内・胃・外） 菊池市 0968（25）2317

かつき皮膚科医院（皮） 菊池市 0968（24）5500

荒木歯科医院 菊池市 0968（25）1478

深川調剤薬局 菊池市 0968（25）5466

7月17日
㈪㈷

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

岡山眼科医院（眼） 菊池市 0968（25）2209

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.40

◆
地
元
高
校
に
関
す
る
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
先

日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旗
県
高
校
野
球
大
会
で
、

菊
池
高
校
が
驚
き
の
準
優
勝
。
公
式
戦

で
の
決
勝
進
出
は
、
実
に
67
年
振
り
の

快
挙
で
す
。
そ
の
数
日
後
に
は
、
県
高

校
総
体
で
、
菊
池
女
子
高
校
剣
道
部
が

悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
、
ま
た
菊
池

農
業
高
校
馬
術
部
が
３
部
門
を
制
し
７

年
振
り
の
団
体
優
勝
！　

各
校
の
全
生

徒
・
先
生
の
皆
さ
ん
、
ご
家
族
、
Ｏ
Ｂ

の
方
々
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
地
元
の
学
校
の
活
躍
は
、
自
分
の

家
族
の
こ
と
の
よ
う
に
本
当
に
う
れ
し

い
も
の
で
す
。
◆
し
か
し
現
実
は
少
子

化
が
進
み
、
各
校
必
死
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
３
校
と
も
入
学
者
の
定
員

割
れ
が
続
く
厳
し
い
状
況
。
県
立
・
私

立
に
関
係
な
く
地
元
高
校
の
活
力
は
、

市
の
活
力
に
直
結
す
る
重
要
な
問
題
で

す
。
◆
本
年
か
ら
高
校
・
市
民
・
行
政

が
一
致
団
結
し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
協
議
会
を
設

け
、
各
校
の
特
性
や
強
み
を
生
か
し
た

戦
略
を
一
緒
に
練
り
、
役
割
を
分
担
し

て
入
学
者
増
を
目
指
し
ま
す
。
◆
地
元

高
校
の
あ
り
さ
ま
は
、
そ
の
地
域
社
会

全
体
の
教
育
へ
の
関
心
を
示
す
鏡
で
す
。

磨
け
ば
光
り
、
磨
か
ざ
れ
ば
曇
る
。
か

つ
て
の
「
文
教
菊
池
」
は
、
教
育
に
対

す
る
先
人
の
志
の
強
さ
を
映
し
出
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う

か
皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「教育は鏡に映る親の姿」

お誕生日
おめでとう!

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成 29 年８月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　�写真にコメントを添えて、市長公室または各支所の広報担当まで

申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真のみ
後日提出でも可能です。ホームページでも申し込みできます。

幸
ゆき

惠
え

夏
なつ

妃
き

ちゃん（○菊 大琳寺）
1歳 H28年7月11日生まれ

横
よこ

山
やま

凜
りん

香
か

ちゃん（○菊 切明）
1歳 H28年7月4日生まれ
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